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▲左官正雄（さかんまさお）氏
　昭和42年、陸上自衛隊入隊。平成２年に陸上幕僚幹
部。第13飛行隊長、東部方面ヘリコプター隊長、飛行
実験隊長、航空学校総務部長等の要職を歴任され、平
成16年退官。同年４月、愛媛県の危機管理監を勤めら
れた後、平成22年４月から西条市防災対策顧問。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
14
時
46
分
頃
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
の
巨
大
地
震
が
東
北
地
方
太
平
洋

沖
で
発
生
。
こ
の
た
び
、
こ
の
大
震
災
の
被
災

地
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
震
災
の
特
色
は
、
津
波
が
東
日
本

太
平
洋
沿
岸
の
広
範
囲
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
こ
と
で
す
。
津
波
は
、
想
定
さ
れ
た
規

模
を
は
る
か
に
超
え
、
津
波
避
難
場
所
と
な
っ

て
い
る
所
を
も
の
み
込
み
、
多
く
の
人
々
や
家

屋
等
を
押
し
流
し
、
そ
の
被
害
の
大
き
さ
は
、

一
地
方
自
治
体
の
み
で
の
対
応
を
困
難
な
も
の

に
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
し
た
町
で
見
せ
つ
け
ら
れ
た
現
実
は
、

「
町
が
消
え
た
」
と
い
う
表
現
そ
の
も
の
の

よ
う
に
、
一
様
に
建
物
の
ほ
と
ん
ど
が
津
波
に

押
し
流
さ
れ
、
遠
く
ま
で
見
通
せ
、
そ
こ
に
あ

っ
た
は
ず
の
町
そ
の
も
の
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

ま
た
、
町
に
は
生
活
の
音
が
消
え
、
人
々
の

話
し
声
な
ど
は
な
く
、
時
折
、
救
援
活
動
等
の

重
機
や
ヘ
リ
の
音
が
聞
こ
え
る
の
み
の
静
寂
な

世
界
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
々
営
ま
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
生
活
は
そ
こ
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町

が
な
く
な
り
、
い
ま
だ
行
方
不
明
の
方
が
多
数

お
ら
れ
、
船
が
陸
地
で
、
車
が
海
、
農
地
が
海

　

被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
対
し
、

心
か
ら
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

視
察
地
は
い
ず
れ
も
過
去
に
例
を
み

な
い
地
震
、
津
波
災
害
に
見
舞
わ
れ
、

住
家
等
の
被
害
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
断

絶
、
多
数
の
死
傷
者
や
行
方
不
明
者
が

出
る
な
ど
、
そ
の
被
害
は
想
像
を
絶
す

る
甚
大
な
も
の
で
し
た
。

　

被
災
地
に
入
る
と
、
余
震
が
多
数
発

生
し
て
お
り
、
海
水
や
火
災
後
の
焦
げ

た
に
お
い
が
立
ち
込
め
て
い
ま
し
た
。

　

津
波
被
害
に
あ
っ
た
海
岸
付
近
の
住

宅
街
な
ど
は
建
物
が
流
さ
れ
た
こ
と
で
、

海
か
ら
数
キ
ロ
先
が
見
渡
せ
る
な
ど
街

の
面
影
を
残
し
て
お
ら
ず
、
あ
ま
り
の

被
害
の
大
き
さ
に
言
葉
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
多
く
の
方
々
が
、

お
互
い
に
助
け
合
い
、
励
ま
し
合
い
な

が
ら
、
復
興
に
向
け
て
歩
み
始
め
て
い

ま
す
。

　

西
条
市
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
力
を
合
わ
せ
て
、
被
災
さ
れ
た
方

々
へ
の
生
活
支
援
、
被
災
地
へ
の
復
興

支
援
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

西
条
市
の
防
災
は
「
逃
げ
ろ
、
死
ぬ

な
、
助
け
ろ
」
を
合
言
葉
に
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
に
、
総
合
防
災
マ
ッ
プ
や

東
南
海
・
南
海
地
震
が
起
き
た
際
の
震

度
分
布
図
、
津
波
浸
水
予
測
図
な
ど
を

作
成
し
て
、
皆
さ
ま
に
提
供
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
防
災
意
識

を
持
つ
た
め
に
も
、
自
主
防
災
組
織
の

育
成
や
活
性
化
を
図
り
、
12
歳
教
育
で

子
ど
も
た
ち
の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
丸
と

な
っ
て
、災
害
に
立
ち
向
か
う
強
い「
チ

ー
ム
西
条
」
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
。
こ
の
日
、
世
界
最
大
級
の
地
震
が
東
日
本
各
地
を
襲
い

ま
し
た
。
西
条
市
で
は
、
こ
の
未
曾
有
の
災
害
を
教
訓
と
し
て
、
今
後
の
防
災
対

策
へ
の
取
り
組
み
に
生
か
す
べ
く
、
市
防
災
対
策
顧
問
の
左
官
正
雄
氏
と
危
機
管

理
課
職
員
を
被
災
地
に
約
１
週
間
派
遣
し
、
被
災
地
で
の
情
報
収
集
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

視
察
し
た
の
は
、
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
の
被

災
地
で
、
３
月
23
日
か
ら
29
日
の
間
、
被
災
情
報
の
把
握
に
当
た
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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水
に
水
没
し
て
い
る
等
の
状
況
か
ら
は
、
生
活

の
再
建
の
厳
し
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
被
災
地
や
そ
の
周
辺
で
は
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
止
ま
り
、
食
糧
や
燃
料
が
不
足
し
、

気
温
が
氷
点
下
ま
で
下
が
る
雪
の
中
で
十
分
な

暖
房
も
な
く
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で
避
難
さ
れ

た
方
も
多
く
避
難
生
活
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
特
に
高
齢
者
に
と
っ
て
は
厳
し
い
環
境

で
の
避
難
生
活
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
被
災

地
の
人
々
は
、
節
度
を
守
り
、
秩
序
正
し
く
、

劣
悪
な
環
境
に
耐
え
な
が
ら
互
い
に
助
け
合
い
、

励
ま
し
合
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
震
災
を
通
し
て
、
今
私
た
ち
が
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
自
分
に
で
き
る
こ

と
で
被
災
地
の
人
々
を
支
援
す
る
こ
と
、
近
い

将
来
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
南
海
地
震

へ
の
備
え
に
し
っ
か
り
と
真
剣
に
取
り
組
む
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
が
、
一
日
も
早
く

復
興
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
視
察
報
告
と
し

ま
す
。
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海
岸
や
そ
の
付
近
で

強
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
た

ら
、
一
番
恐
ろ
し
い
の

は
津
波
で
す
。
東
日
本

大
震
災
の
教
訓
と
し
て

津
波
の
避
難
を
始
め
る

タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
や
は

り
「
揺
れ
を
感
じ
て
す

ぐ
」
が
重
要
で
し
た
。

　

と
に
か
く
、
高
台
へ
す
ぐ
逃
げ
る
。
逃
げ
た

ら
戻
ら
な
い
と
い
う
、
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て

行
動
し
ま
し
ょ
う
。
日
ご
ろ
か
ら
し
っ
か
り
と

津
波
に
備
え
、
津
波
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

津
波
は
、
い
き
な
り
押
し
寄
せ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
繰
り
返
し
襲
っ
て
き
て
、
第
一

波
の
後
に
さ
ら
に
高
い
波
が
来
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
い
っ
た
ん
波
が
引
い
て
も
、
津
波
警
報

や
注
意
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
は
、
絶
対
に

戻
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○
避
難
場
所
（
高
台
や
高
い
ビ
ル
）
や
避
難
経

　

路
を
決
め
て
お
く
。

○
家
族
の
避
難
方
法
や
連
絡
方
法
を
決
め
て
お

　

く
。
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○
直
ち
に
海
岸
か
ら
離
れ
、
急
い
で
高
台
な
ど

　

の
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
。

○
津
波
警
報
な
ど
の
発
表
を
待
た
ず
、
す
ぐ
に

　

避
難
す
る
。
津
波
警
報
な
ど
の
情
報
は
避
難

　

先
で
確
認
す
る
。　
　

○
津
波
は
繰
り
返
し
襲
っ
て
く
る
の
で
、
津
波

　

警
報
や
注
意
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
は
、
海

　

岸
や
河
川
敷
に
近
づ
か
な
い
。

○
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
を
待
つ
こ
と
な
く
、

　

ま
ず
安
全
な
高
台
や
避
難
地
に
避
難
す
る
。

○
地
震
を
感
じ
な
く
て
も
、
津
波
警
報
が
発
表

　

さ
れ
た
と
き
は
、
直
ち
に
海
岸
か
ら
離
れ
、

　

急
い
で
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
。

○
市
役
所
、
消
防
、
警
察
か
ら
の
指
示
、
サ
イ

　

レ
ン
、
広
報
車
に
よ
る
避
難
勧
告
や
避
難
指

　

示
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
避
難
す
る
。

○
正
し
い
情
報
を
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
・
広
報 

　

車
な
ど
か
ら
入
手
し
て
、
冷
静
に
行
動
す
る
。
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▼保健・医療の充実
○休日夜間急患センター整備事業
　　　　　　　　　　　　 6,063万円
○女性特有のがん検診推進事業
　　　　　　　　　　　　 1,186万円

▼子育て支援
○放課後児童健全育成事業
　　　　　　　　　　 １億2,629万円
○放課後子ども教室推進事業
　　　　　　　　　　　　　 412万円

▼健康づくり・体育の振興
○石鎚山系元気ウォーキング大会開催
　事業　　　　　　　　　　 505万円
○次世代育成支援スポーツ事業
　　　　　　　　　　　　 1,010万円

▼福祉の充実
○障害児支援員配置事業
　　　　　　　　　　 １億7,484万円
○福祉基金事業　　　　　 9,308万円

▼環境保全対策
○（仮称）東部一般廃棄物最終処分場
　整備事業　　　　　 11億1,060万円

○住宅用太陽光発電システム導入促進
　事業　　　　　　　　　 3,200万円
○浄化槽設置整備事業
　　　　　　　　　　 １億3,509万円

▼新規産業の創造と産業の振興
○企業立地促進奨励金
　　　　　　　　　　 １億3,980万円
○地域産業活性化推進事業　 999万円

病院事業会計 ７億４,５４４万円
水道事業会計
企 業 会 計 名 当 初 予 算 額

特 別 会 計 名 当 初 予 算 額

１３億２,６６４万円

壬生川財産区 ３３１万円
庄内財産区 ５１６万円
畑地かん水事業 ２,７１２万円

１,０７６万円
本谷温泉事業 ２,７９７万円
小松地域交流事業 ２億３,８６７万円
土地開発事業 ３２０万円

１億６,５８４万円
港湾上屋事業 ５５９万円

公共下水道事業 ３２億４,６９０万円
小規模下水道事業 ７,６４６万円

簡易水道事業 １億４,１５１万円
介護保険 ９３億４,８２０万円

老人保健 皆減

国民健康保険 １２６億５,７９４万円

後期高齢者医療保険 １３億６４８万円

一般会計　　３８１億８,０００万円　前年度比 2.4％増

予算総額　　６７５億１,７１９万円　前年度比 0.1％減

特別会計　　２７２億６,５１１万円　前年度比 2.4％減

企業会計　　　２０億７,２０８万円　前年度比12.9％減

特別会計の
内訳

企業会計の
内訳

土木費　7.3％　　　　　
２８億９８万円

衛生費　10.5％　　　　　
３９億９,５０７万円

教育費　8.6％　　　　　
３２億８,８５７万円

総務費　11.1％　　　　　
４２億２,８６０万円

市税　40.9％　　　　　　
１５６億３４０万円 民生費　38.0％　　　　　

１４５億１,１９７万円

公債費　13.2％　　　　　
５０億２,５６５万円

地方交付税　20.9％　　　
７９億８,４０７万円

諸収入　3.0％　　　　
１１億５,３２１万円

消防費　3.7％　　　　
１４億２,８１３万円

繰入金　1.5％　　　　
５億７,５１２万円

国庫支出金　12.7％　　　
４８億２,５７７万円

県支出金　6.5％　　　　
２４億５,８８６万円

市債　6.9％　　　　　　
２６億４,１００万円

▼産学官連携の促進
○フィールド大学構想事業　 180万円

▼雇用対策
○ふるさと雇用再生事業
　　　　　　　　　　 ２億2,091万円
○緊急雇用創出事業　　　 3,260万円

▼防災教育の推進
○12歳教育推進事業　　　　 285万円

▼国際協力支援
○フエ市防災教育支援事業　 943万円

歳 出歳 入

その他　0.6％　　　　
２億３,７６０万円

地方特例交付金　0.5％
１億８,０００万円

地方譲与税　1.0％　　
３億９,１００万円

使用料・手数料　1.5％
５億７,４０３万円

地方消費税交付金　2.4％
９億３,０００万円

分担金・負担金　1.6％
６億２,５９４万円

その他　1.1％　　　　
４億４,１４６万円

労働費　1.2％　　　　
４億７,２８１万円

商工費　2.8％　　　　
１０億５,３８４万円

農林水産業費　2.5％　
９億３,２９２万円

一般会計の主な事業

▼ 一般会計３８１億８,０００万円の内訳 ▼

0％0％

50％50％

100％100％

ひうち地域振興整備事業

住宅新築資金等貸付事業

▼教育の振興
○コミュニケーション教育推進事業
　　　　　　　　　　 　 　 354万円

○授業ゆめプラン事業　　　　62万円
○小中学校校歌放送装置設置事業
　　　　　　　　　　 　 　 228万円

▼歴史文化の振興
○永納山城跡用地公有化事業
　　　　　　　　　　　　 7,803万円
○重要文化財建造物防災施設整備事業
　費補助金　　　　　　　　 495万円

▼農林水産業の振興
○農村環境保全向上活動支援事業費補
　助金　　　　　　　　　 8,277万円
○市単土地改良事業費等補助金
　　　　　　　　　　　　 3,000万円

▼都市基盤の整備
○船屋王至森寺線道路改良事業
　　　　　　　　　　　　 7,342万円

▼病院事業会計に対する財政支援
○病院事業会計財源不足補てん金
　　　　　　　　　　 ４億8,272万円

▼その他
○庁舎整備事業　　　　　
　 　　　　　　　　　　　8,201万円
○宝塚歌劇公演事業　　　
　 　　　　　　　　　　　1,377万円

　

最
近
の
我
が
国
の
経
済
は
、
デ
フ
レ
や
円
高
の

影
響
に
伴
い
、
景
気
の
下
振
れ
懸
念
が
残
る
中
、

雇
用
情
勢
に
お
い
て
も
完
全
失
業
率
が
高
水
準
で

推
移
す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
市
税
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の

当
初
予
算
額
と
比
較
す
る
と
、
個
人
市
民
税
は
減

収
と
な
る
も
の
の
、
法
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税

な
ど
が
増
収
と
な
り
、
市
税
収
入
全
体
で
は
増
加

す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
歳
出
面
で
は
、
扶
助
費
や
投
資

的
経
費
が
増
額
と
な
る
な
ど
、
財
政
環
境
は
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
重
要
か

つ
緊
急
度
の
高
い
施
策
を
厳
選
し
、
重
点
的
・
効

率
的
な
財
源
配
分
に
一
層
努
め
「
人
が
つ
ど
い　

ま
ち
が
輝
く　

快
適
環
境
実
感
都
市
」
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
休
日
夜

間
急
患
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
要
す
る
経
費
を
は

じ
め
、
子
育
て
支
援
、
環
境
保
全
対
策
、
雇
用
対

策
、
教
育
の
振
興
な
ど
、
緊
急
か
つ
懸
案
の
重
要

施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
予
算
編
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。
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▼保健・医療の充実
○休日夜間急患センター整備事業
　　　　　　　　　　　　 6,063万円
○女性特有のがん検診推進事業
　　　　　　　　　　　　 1,186万円

▼子育て支援
○放課後児童健全育成事業
　　　　　　　　　　 １億2,629万円
○放課後子ども教室推進事業
　　　　　　　　　　　　　 412万円

▼健康づくり・体育の振興
○石鎚山系元気ウォーキング大会開催
　事業　　　　　　　　　　 505万円
○次世代育成支援スポーツ事業
　　　　　　　　　　　　 1,010万円

▼福祉の充実
○障害児支援員配置事業
　　　　　　　　　　 １億7,484万円
○福祉基金事業　　　　　 9,308万円

▼環境保全対策
○（仮称）東部一般廃棄物最終処分場
　整備事業　　　　　 11億1,060万円

○住宅用太陽光発電システム導入促進
　事業　　　　　　　　　 3,200万円
○浄化槽設置整備事業
　　　　　　　　　　 １億3,509万円

▼新規産業の創造と産業の振興
○企業立地促進奨励金
　　　　　　　　　　 １億3,980万円
○地域産業活性化推進事業　 999万円

病院事業会計 ７億４,５４４万円
水道事業会計
企 業 会 計 名 当 初 予 算 額

特 別 会 計 名 当 初 予 算 額

１３億２,６６４万円

壬生川財産区 ３３１万円
庄内財産区 ５１６万円
畑地かん水事業 ２,７１２万円

１,０７６万円
本谷温泉事業 ２,７９７万円
小松地域交流事業 ２億３,８６７万円
土地開発事業 ３２０万円

１億６,５８４万円
港湾上屋事業 ５５９万円

公共下水道事業 ３２億４,６９０万円
小規模下水道事業 ７,６４６万円

簡易水道事業 １億４,１５１万円
介護保険 ９３億４,８２０万円

老人保健 皆減

国民健康保険 １２６億５,７９４万円

後期高齢者医療保険 １３億６４８万円

一般会計　　３８１億８,０００万円　前年度比 2.4％増

予算総額　　６７５億１,７１９万円　前年度比 0.1％減

特別会計　　２７２億６,５１１万円　前年度比 2.4％減

企業会計　　　２０億７,２０８万円　前年度比12.9％減

特別会計の
内訳

企業会計の
内訳

土木費　7.3％　　　　　
２８億９８万円

衛生費　10.5％　　　　　
３９億９,５０７万円

教育費　8.6％　　　　　
３２億８,８５７万円

総務費　11.1％　　　　　
４２億２,８６０万円

市税　40.9％　　　　　　
１５６億３４０万円 民生費　38.0％　　　　　

１４５億１,１９７万円

公債費　13.2％　　　　　
５０億２,５６５万円

地方交付税　20.9％　　　
７９億８,４０７万円

諸収入　3.0％　　　　
１１億５,３２１万円

消防費　3.7％　　　　
１４億２,８１３万円

繰入金　1.5％　　　　
５億７,５１２万円

国庫支出金　12.7％　　　
４８億２,５７７万円

県支出金　6.5％　　　　
２４億５,８８６万円

市債　6.9％　　　　　　
２６億４,１００万円

▼産学官連携の促進
○フィールド大学構想事業　 180万円

▼雇用対策
○ふるさと雇用再生事業
　　　　　　　　　　 ２億2,091万円
○緊急雇用創出事業　　　 3,260万円

▼防災教育の推進
○12歳教育推進事業　　　　 285万円

▼国際協力支援
○フエ市防災教育支援事業　 943万円

歳 出歳 入

その他　0.6％　　　　
２億３,７６０万円

地方特例交付金　0.5％
１億８,０００万円

地方譲与税　1.0％　　
３億９,１００万円

使用料・手数料　1.5％
５億７,４０３万円

地方消費税交付金　2.4％
９億３,０００万円

分担金・負担金　1.6％
６億２,５９４万円

その他　1.1％　　　　
４億４,１４６万円

労働費　1.2％　　　　
４億７,２８１万円

商工費　2.8％　　　　
１０億５,３８４万円

農林水産業費　2.5％　
９億３,２９２万円

一般会計の主な事業

▼ 一般会計３８１億８,０００万円の内訳 ▼
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市の財政状況が他の団体と比較できます

西条市と類似団体を比較したレーダーチャート
　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら

財
政
の
健
全
化
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
平
成
21
年
度
の

「
財
政
比
較
分
析
表
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

財
政
比
較
分
析
表
は
財
政
分
析
上
、
重
要
と
さ
れ
る
指

標
７
項
目
に
つ
い
て
、
「
人
口
」
や
「
産
業
構
造
」
が
類

似
す
る
団
体
と
比
較
し
た
結
果
を
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
な

ど
で
図
示
す
る
と
と
も
に
、
各
指
標
の
改
善
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ど
を
分
析
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

人　　口：114,775人
　　　　 （平成22年３月31日現在）

面　　積：509.07ｋ㎡

歳入総額：440億8,305万円

歳出総額：417億6,265万円

実質収支：  2 1億8,905万円

平成21年度の西条市データ

財政力①
財政力指数 ＝ 0.77
【財政力指数とは】　地方公共団体の財政力を示す代表的なもので、
指数が高い団体ほど財源に余裕があり、指数が「１」を超える団体は
国から普通交付税の交付がありません。

【将来負担比率とは】　地方公社や損失補償を行っている出資法人等
に係るものも含め、地方公共団体の一般会計等が、将来的に負担しな
ければならない実質的な負債の大きさを表す比率です。

　　　　　前年度と比較すると同様の指数となっており、全国・県内
市町および類似団体の平均を上回っています。引き続き、地場産業の
振興、企業誘致の促進などにより、市税収入等自主財源の確保を図り、
効率的な行財政運営により、財政基盤の強化に努めます。

分析
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将来負担の状況②
将来負担比率 ＝ 111.9％

　　　　　地方債残高の減少等により、比率は昨年度より10.3ポイン
ト改善していますが、他の平均より悪い状況にあるため、今後も起債
事業を厳選し、地方債現在高を減少させるとともに、合併特例債等交
付税措置が大きいものを活用し、将来負担の削減に努めます。

分析
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給与水準（国との比較）⑤
ラスパイレス指数 ＝ 95.4
【ラスパイレス指数とは】　地方公務員と国家公務員の給与水準を比
較し、国家公務員の給与を100とした場合の給与水準指数です。給与
水準が国より高い場合は100を超え、低い場合は100未満となります。

　　　　　全国市平均および類似団体平均より低く抑えられています
が、今後ともより一層の給与の適正化に努めます。
分析
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定員管理の状況④
人口1,000人当たり職員数 ＝ 8.04人

　　　　　全国・県内市町および類似団体の平均を上回っています。
社会情勢の変化と住民ニーズを的確に把握しつつ、事務事業の見直し
や指定管理者制度の導入、組織体制のスリム化を図り、適切な定員管
理に努めます。

分析
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財政構造の弾力性⑦
経常収支比率 ＝ 86.9％

　　　　　前年度とほぼ同水準を維持しており、全国・県内市町およ
び類似団体平均値よりも良い状況にありますが、今後も扶助費等の増
加が予想されるため、市税などの一般財源の確保や経常的経費の圧縮
を図り、財政構造の改善に努めます。

分析
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公債費負担の状況③
実質公債費比率 ＝ 14.7％
【実質公債費比率とは】　公債費に対する財政負担の度合いを示すも
のです。18％以上の団体は、公債費負担の改善計画を進める必要があ
ります。

※人口は平成22年３月31日現在の住民基本台帳人口を、職員数は平成
　22年４月１日現在の値を使用しています。

※当該指数は平成22年地方公務員給与実態調査に基づくものです。

※人件費、物件費、維持補修費の合計です。ただし、人件費には事業
　費支弁人件費を含み、退職金は含んでいません。

【経常収支比率とは】　経常的に収入される一般財源のうち、経常的
な経費に充てた割合をいいます。この数値の低い方が、財政運営に弾
力性があるといえます。

　　　　　繰上償還の実施等により、比率は昨年度より1.0ポイント
改善しています。しかし、全国・県内市町および類似団体平均より悪
い状況にあるため、今後は後年度に交付税措置のある起債を厳選して
活用するとともに、起債依存度を抑制して財政の健全化を図ります。

分析
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人件費・物件費等の状況⑥
人口１人当たり
人件費・物件費等決算額

　　　　　前年度より、1,858円の増となっていますが、全国・県内
市町および類似団体の平均よりも低額です。今後とも人件費の削減、
施設の維持管理費など物件費にかかるコストの低減を図っていきます。

分析
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愛媛県市町平均
11万5,091円

＝ 11万1,813円

もっと詳しく知りたい方は…
　西条市のホームページには、財政比較分析表と補足
資料を掲載しています。また、愛媛県内の他の市町と
の比較は、愛媛県のホームページで、全国の他の市町
村との比較は、総務省のホームページで行うことがで
きます。

○西条市のホームページ
　http://www.city.saijo.ehime.jp/
○愛媛県のホームページ
　http://www.pref.ehime.jp/
○総務省のホームページ
　http://www.soumu.go.jp/

問合せ　市庁舎本館財政課　財政第２係
　　　　℡0897－52－1271

※類似団体とは、人口と産業構造などによって全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　西条市と同じグループに属する団体をいいます。
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西 条 市
※類似団体平均を100と
　したときの比率で表示
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市の財政状況が他の団体と比較できます

西条市と類似団体を比較したレーダーチャート
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「
財
政
比
較
分
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」
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成
し
ま
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ど
を
分
析
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た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

人　　口：114,775人
　　　　 （平成22年３月31日現在）

面　　積：509.07ｋ㎡

歳入総額：440億8,305万円

歳出総額：417億6,265万円

実質収支：  2 1億8,905万円

平成21年度の西条市データ

財政力①
財政力指数 ＝ 0.77
【財政力指数とは】　地方公共団体の財政力を示す代表的なもので、
指数が高い団体ほど財源に余裕があり、指数が「１」を超える団体は
国から普通交付税の交付がありません。

【将来負担比率とは】　地方公社や損失補償を行っている出資法人等
に係るものも含め、地方公共団体の一般会計等が、将来的に負担しな
ければならない実質的な負債の大きさを表す比率です。

　　　　　前年度と比較すると同様の指数となっており、全国・県内
市町および類似団体の平均を上回っています。引き続き、地場産業の
振興、企業誘致の促進などにより、市税収入等自主財源の確保を図り、
効率的な行財政運営により、財政基盤の強化に努めます。
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将来負担の状況②
将来負担比率 ＝ 111.9％

　　　　　地方債残高の減少等により、比率は昨年度より10.3ポイン
ト改善していますが、他の平均より悪い状況にあるため、今後も起債
事業を厳選し、地方債現在高を減少させるとともに、合併特例債等交
付税措置が大きいものを活用し、将来負担の削減に努めます。
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給与水準（国との比較）⑤
ラスパイレス指数 ＝ 95.4
【ラスパイレス指数とは】　地方公務員と国家公務員の給与水準を比
較し、国家公務員の給与を100とした場合の給与水準指数です。給与
水準が国より高い場合は100を超え、低い場合は100未満となります。

　　　　　全国市平均および類似団体平均より低く抑えられています
が、今後ともより一層の給与の適正化に努めます。
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定員管理の状況④
人口1,000人当たり職員数 ＝ 8.04人

　　　　　全国・県内市町および類似団体の平均を上回っています。
社会情勢の変化と住民ニーズを的確に把握しつつ、事務事業の見直し
や指定管理者制度の導入、組織体制のスリム化を図り、適切な定員管
理に努めます。
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財政構造の弾力性⑦
経常収支比率 ＝ 86.9％

　　　　　前年度とほぼ同水準を維持しており、全国・県内市町およ
び類似団体平均値よりも良い状況にありますが、今後も扶助費等の増
加が予想されるため、市税などの一般財源の確保や経常的経費の圧縮
を図り、財政構造の改善に努めます。
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公債費負担の状況③
実質公債費比率 ＝ 14.7％
【実質公債費比率とは】　公債費に対する財政負担の度合いを示すも
のです。18％以上の団体は、公債費負担の改善計画を進める必要があ
ります。

※人口は平成22年３月31日現在の住民基本台帳人口を、職員数は平成
　22年４月１日現在の値を使用しています。

※当該指数は平成22年地方公務員給与実態調査に基づくものです。

※人件費、物件費、維持補修費の合計です。ただし、人件費には事業
　費支弁人件費を含み、退職金は含んでいません。

【経常収支比率とは】　経常的に収入される一般財源のうち、経常的
な経費に充てた割合をいいます。この数値の低い方が、財政運営に弾
力性があるといえます。

　　　　　繰上償還の実施等により、比率は昨年度より1.0ポイント
改善しています。しかし、全国・県内市町および類似団体平均より悪
い状況にあるため、今後は後年度に交付税措置のある起債を厳選して
活用するとともに、起債依存度を抑制して財政の健全化を図ります。
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人件費・物件費等の状況⑥
人口１人当たり
人件費・物件費等決算額

　　　　　前年度より、1,858円の増となっていますが、全国・県内
市町および類似団体の平均よりも低額です。今後とも人件費の削減、
施設の維持管理費など物件費にかかるコストの低減を図っていきます。

分析
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愛媛県市町平均
11万5,091円

＝ 11万1,813円

もっと詳しく知りたい方は…
　西条市のホームページには、財政比較分析表と補足
資料を掲載しています。また、愛媛県内の他の市町と
の比較は、愛媛県のホームページで、全国の他の市町
村との比較は、総務省のホームページで行うことがで
きます。

○西条市のホームページ
　http://www.city.saijo.ehime.jp/
○愛媛県のホームページ
　http://www.pref.ehime.jp/
○総務省のホームページ
　http://www.soumu.go.jp/

問合せ　市庁舎本館財政課　財政第２係
　　　　℡0897－52－1271

※類似団体とは、人口と産業構造などによって全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　西条市と同じグループに属する団体をいいます。
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藤
綱
男
（
副
分
団
長
）

■
規
律
章

【
団
本
部
】　
　
　

宇
佐
美
友
子
（
班
長
）

【
東
支
団
本
部
】　

髙
橋
憲
司
（
班
長
）

【
三
芳
分
団
】　
　

山
本
啓
介
（
班
長
）

【
庄
内
分
団
】　
　

菅　

修
二
（
班
長
）

【
西
条
分
団
】　
　

髙
橋
藤
春
（
班
長
）

【
神
拝
分
団
】　
　

松
本
健
二

【
大
町
分
団
】　
　

伊
藤
好
彦

【
飯
岡
分
団
】　
　

髙
橋
博
之

【
神
戸
分
団
】　
　

伊
丹
将
洋

【
石
根
分
団
】　
　

佐
伯　

満

■
勤
続
章

【
玉
津
分
団
】　
　

加
藤　

拓
（
部
長
）

【
西
支
団
本
部
】　

田
中　

剛
（
部
長
）

【
吉
井
分
団
】　
　

渡
邉
浩
二
（
部
長
）

【
多
賀
分
団
】　
　

山
内　

博
（
部
長
）

【
国
安
分
団
】　
　

長
井　

伸
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

塩
路　

浩
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

越
智
福
明

【
庄
内
分
団
】　
　

山
内
哲
郎
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

髙
瀬
禎
久
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

黒
瀬
尚
志
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

山
内
謙
二
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

司

【
徳
田
分
団
】　
　

武
田
安
博
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

兵
頭
正
彦
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

渡
部　

誉
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

髙
山
明
彦
・
黒
河
文
五

　
　
　
　
　
　
　

山
内
哲
郎

【
西
条
分
団
】　
　

石
原
一
貴
（
班
長
）

【
神
拝
分
団
】　
　

村
上　

剛
（
班
長
）

【
大
町
分
団
】　
　

高
橋
悟
郎
（
班
長
）

【
玉
津
分
団
】　
　

菅　

剛
司
（
班
長
）

【
橘
分
団
】　
　
　

丹　

泰
司
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
秀
徳
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

曽
我
茂
樹

【
禎
瑞
分
団
】　
　

保
利
公
洋
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

宮
武
恭
宏

【
壬
生
川
分
団
】　

稲
井
英
樹
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

渡
部
健
司
（
班
長
）

【
丹
原
分
団
】　
　

山
本
洋
正
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

戸
田　

徹
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

森
田　

伸
・
佐
伯
宣
孝

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

去
る
３
月
26
日
、
西
条
市
消
防
本
部
で
消
防
表
彰
伝
達
式
が
執
り
行
わ
れ
、
消

防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
２
４
３
名
・
３
団
体
の
代
表
者
に
表
彰
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

平
成
23
年
消
防
表
彰
伝
達
式

消
防
庁
長
官
表
彰

愛
媛
県
知
事
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
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【
中
川
分
団
】　
　

小
笠
原　

元
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

越
智
正
一
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

安
藤　

達

【
小
松
分
団
】　
　

岩
間
弘
眞
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

河
渕
泰
幸

【
石
根
分
団
】　
　

髙
橋
和
広
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

手
島
隆
男
・
近
藤
康
久

　
　
　
　
　
　
　

藤
本
浩
起
・
村
上　

清

　
　
　
　
　
　
　

茅
原
真
司

【
神
戸
分
団
】　
　

曽
我
部
義
雄
・
伊
藤
一
樹

【
氷
見
分
団
】　
　

松
尾
光
晃
・
玉
井
秀
幸

【
大
保
木
分
団
】　

工
藤
文
也

【
加
茂
分
団
】　
　

石
野
和
利

【
周
布
分
団
】　
　

横
江
信
之
・
森
田
庸
介

　
　
　
　
　
　
　

平
塚
祐
二

【
三
芳
分
団
】　
　

中
路
清
次

【
楠
河
分
団
】　
　

武
田
英
樹
・
山
本
憲
哉

【
田
野
分
団
】　
　

高
須
賀
克
憲
・
渡
部
政
明

　
　
　
　
　
　
　

越
智
敏
晴

【
桜
樹
分
団
】　
　

越
智
政
人

■
親
子
消
防
団
員

【
団
本
部
】　
　
　

渡
邊
隆
義
（
団
長
）

【
吉
井
分
団
】　
　

渡
邊
宜
政

【
神
拝
分
団
】　
　

曽
我
部
浩
二
（
分
団
長
）

　
　
　
　
　
　
　

曽
我
部
達
彦

【
徳
田
分
団
】　
　

兵
頭
正
彦
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

兵
頭
孝
幸

■
感
謝
状
（
内
助
の
功
労
）

【
大
町
分
団
】　

德
増
睦
子（
德
増
博
行
夫
人
）

【
氷
見
分
団
】　

日
野
ま
り
子（
日
野
優
次
郎
夫
人
）

【
大
町
分
団
】　

髙
橋
知
加
子（
髙
橋
義
隆
夫
人
）

【
石
根
分
団
】　

松
井　

惠（
松
井
一
清
夫
人
）

【
加
茂
分
団
】　

中
野
文
子（
中
野　

雄
夫
人
）

【
小
松
分
団
】　

近
藤
初
美（
近
藤
直
意
夫
人
）

■
勤
続
10
年

【
神
拝
分
団
】 

髙
橋
豊
和
（
班
長
） 

【
玉
津
分
団
】 

森
本
実
成
（
班
長
）

【
庄
内
分
団
】 

寺
町
賢
治
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

網　

和
浩
（
班
長
）

【
中
川
分
団
】 

大
亀
武
文
（
班
長
） 

【
大
町
分
団
】 

藤
井
進
一

【
飯
岡
分
団
】 

伊
藤
肖
呂

【
神
戸
分
団
】 

山
口
陽
平

【
橘
分
団
】　
　
　

日
野
康
秀

【
禎
瑞
分
団
】　
　

石
川
裕
展

【
氷
見
分
団
】　
　

伊
藤
嘉
浩

【
西
支
団
本
部
】 
白
石
芳
久

【
吉
井
分
団
】 
竹
田
和
正

【
周
布
分
団
】 

岸
田
稔
弘
・
丹
下
準
一
郎

【
丹
原
分
団
】　
　

別
宮
邦
洋
・
今
井
高
広

【
徳
田
分
団
】 

高
橋
茂
夫
・
轡
田
浩
太
郎

【
中
川
分
団
】　
　

黒
河
利
幸

【
桜
樹
分
団
】 

徳
増
博
臣

【
小
松
分
団
】　
　

藤
井
直
樹
・
今
井
浩
二

【
石
根
分
団
】 

藤
田
健
市

■
勤
続
５
年

【
神
拝
分
団
】 

曽
我
部
達
彦

【
大
町
分
団
】 

竹
箇
平
貴
隆
・
橘　

壮
太

【
玉
津
分
団
】　
　

柳
瀬
靖
冶
・
星
加　

哲

　
　
　
　
　
　
　

越
智
和
良

【
飯
岡
分
団
】　
　

髙
橋
博
之

【
神
戸
分
団
】 

曽
我　

強
・
伊
藤
克
也

【
橘
分
団
】　
　
　

横
井
隆
志
・
高
橋
主
税

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
允
洋
・
十
亀
浩
範

　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

亘

【
禎
瑞
分
団
】 

小
林
浩
二

【
吉
井
分
団
】 

野
間
正
浩

【
周
布
分
団
】　
　

飯
野
晃
寿
・
一
色　

司

　
　
　
　
　
　
　

寺
岡
祐
基

【
多
賀
分
団
】　
　

行
本　

智
・
宇
佐
美
江
夏

　
　
　
　
　
　
　

村
上
美
秋
・
柴　

智
之

　
　
　
　
　
　
　

田
邊
僚
一

【
壬
生
川
分
団
】　

菅　

雅
智
・
曽
我
部
敏
彦

　
　
　
　
　
　
　

稲
井
秀
彦
・
岡
田
英
則

　
　
　
　
　
　
　

一
色
政
人
・
村
上　

健

【
国
安
分
団
】　
　

宮
𥔎
正
隆
・
田
中
竜
一

　
　
　
　
　
　
　

槇　

美
津
博

【
吉
岡
分
団
】　
　

岡
田
和
久
・
日
和
佐
陽
一

　
　
　
　
　
　
　

桑
村
裕
也

【
三
芳
分
団
】　
　

河
野　

竜
・
芥
川
幸
久

　
　
　
　
　
　
　

莖
田
一
史

【
楠
河
分
団
】　
　

野
村
一
士
・
槇　

信
仁

　
　
　
　
　
　
　

川
又
満
久
・
渡
邉
陽
一

　
　
　
　
　
　
　

曽
我
部
信
太
郎

【
庄
内
分
団
】　
　

篠
塚
正
光
・
四
之
宮
周
平

　
　
　
　
　
　
　

志
賀
良
秋
・
長
谷
部
晴
要

【
丹
原
分
団
】　
　

佐
伯　

稔
・
別
宮
陽
介

　
　
　
　
　
　
　

黒
光
友
秀
・
渡
部
克
彦

　
　
　
　
　
　
　

酒
井
祥
五
・
渡
部
浩
幸

【
徳
田
分
団
】　
　

兵
頭
孝
幸
・
青
野　

勇

　
　
　
　
　
　
　

渡
部
高
伸
・
近
藤
悦
夫

　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

務
・
二
神
勝
次

【
田
野
分
団
】　
　

村
上　

弘
・
西
元
真
吾

　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
隆
司
・
安
倍
和
紀

　
　
　
　
　
　
　

山
内
浩
揮
・
佐
伯
勇
輔

　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
嘉
浩
・
眞
木
成
親

【
中
川
分
団
】　
　

越
智
信
仁
・
黒
川　

昭

　
　
　
　
　
　
　

越
智
大
輔
・
兵
藤
充
祥

　
　
　
　
　
　
　

越
智
輝
明
・
佐
伯
秀
行

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
貴
志
・
永
井
照
義

　
　
　
　
　
　
　

余
吾
隆
司
・
村
上
陽
一

　
　
　
　
　
　
　

髙
須
賀　

剛
・
玉
井
宏
規

【
桜
樹
分
団
】　
　

河
野
洋
一
郎

【
小
松
分
団
】　
　

神
野　

学
・
渡
部
泰
三

　
　
　
　
　
　
　

伊
東
茂
信
・
玉
井
敏
博

　
　
　
　
　
　
　

越
智
正
記
・
竹
田
淳
司

【
石
根
分
団
】　
　

佐
伯　

徹　

■
感
謝
状
（
消
防
施
設
設
置
協
力
者
）

飯
岡
地
区　

住
友
林
業
株
式
会
社

三
芳
地
区　

安
藤
治
見

小
松
地
区　

佐
伯
清
葊　
　

■
竿
頭
綬

機
械
器
具
管
理
優
秀
分
団

　

東
支
団　

神
拝
分
団

　

西
支
団　

小
松
分
団

西
条
市
長
表
彰

西
条
市
消
防
団
長
表
彰

▲永年勤続功労章のみなさん

広報さいじょう　2011　5月号11



　

２
月
13
日
に
開
催
し
た
「
梅
ま
つ
り
」
の
川
柳
・
俳
句
・
短
歌
大
会
に
は
、

川
柳
１
５
７
句
、
俳
句
２
８
３
句
、
短
歌
63
首
と
、
た
く
さ
ん
の
作
品
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

選
考
の
結
果
、
大
賞
・
入
賞
と
な
っ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

大
賞

　

分
水
へ
民
の
こ
こ
ろ
が
束
に
な
る　
　
　

宇
高
瑞
子
（
小
松
町
新
屋
敷
）

入
賞

　

梅
の
花
命
の
色
で
咲
き
誇
る　
　
　
　
　

河
渕
カ
ズ
子
（
小
松
町
新
屋
敷
）

　

梅
の
枝
真
っ
先
に
春
キ
ャ
ッ
チ
す
る　
　

新
名
小
夜
子
（
神
拝
甲
）

　

生
か
さ
れ
て
生
き
て
笑
顔
に
香
る
梅　
　

林　

マ
キ
子
（
小
松
町
新
屋
敷
）

大
賞

　

と
め
ど
な
く
湧
く
打
抜
の
水
を
も
て
今
日
も
出
荷
の
大
根
洗
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴻
上
澄
子
（
古
川
甲
）

入
賞

　

石
鎚
の
山
は
吹
雪
い
て
影
も
な
し
僅
か
に
茜
西
空
に
さ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
塚
靖
樹
（
大
町
）

　

石
鎚
山
を
茜
に
染
め
て
日
の
出
ず
る
瞬
間
を
見
る
此
の
道
が
好
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
淳
子
（
小
松
町
新
屋
敷
）

　

弘
法
水
両
掌
に
掬
ひ
春
暁
の
石
鎚
山
を
拝
み
つ
つ
飲
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　

正
（
玉
津
）

大
賞

　

穏
や
か
に
人
憶
う
日
や
梅
ふ
ふ
む　
　
　

大
森
妙
子
（
明
屋
敷
）

入
賞

　

新
雪
を
重
ね
石
鎚
山
威
儀
正
す　
　
　
　

青
野
カ
ツ
子
（
神
拝
甲
）

　

う
ち
ぬ
き
の
水
に
た
わ
む
る
雀
の
子　
　

髙
塚
靖
樹
（
大
町
）

　

借
景
に
石
鎚
山
を
据
ゑ
梅
日
和　
　
　
　

日
野
孝
子
（
氷
見
乙
）

　平成４年から３期12年の長
きにわたり、東予市議会議員
として市政運営に参画され、
この間、各施設の整備に尽力
され、市政の伸展と住民福祉
の増進に多大な貢献をされま
した。

　昭和17年から40年余の長き
にわたり、学校教育に携わり
児童生徒の教育と健全育成に
努力されるとともに、義務教
育の伸展に多大な貢献をされ
ました。

市
道
石
鉄
線
の
補
修
に

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
活
用

　

平
成
22
年
度
の
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を

活
用
し
、
沈
下
や
舗
装
の
は
く
離
な
ど
、
老
朽
化

し
て
い
た
市
道
石
鉄
線
を
補
修
し
ま
し
た
。

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
「
発
電
用
施
設

周
辺
地
域
整
備
法
」
に
基
づ
き
、
発
電
用
施
設
の

周
辺
地
域
に
お
け
る
公
共
用
施
設
の
整
備
等
を
促

進
し
、
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
を
図
り
、
発
電

用
施
設
の
設
置
・
運
転
の
円
滑
化
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
が
国
か
ら
交
付

金
を
受
け
て
道
路
整
備
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

　

本
市
に
は
、
４
カ
所
（
加
茂
・
大
保
木
・
兎
之

山
・
黒
瀬
）
に
水
力
発
電
施
設
が
あ
る
た
め
、
こ

の
交
付
金
を
受
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
商
工
労
政
課　

産
業
政
策
係

　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
０

▲平成22年度中に整備した市道石鉄線

施工個所

市道石鉄線

240ｍ

黒瀬湖
黒瀬ダム黒瀬ダム

￥

▲
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■申込方法　
　　印鑑（スタンプ印不可）と被保険者証（保険証）を持
　って、市庁舎本館国保医療課または各総合支所市民福祉
　課で申し込み手続きをしてください。
　※申し込みの結果は５月下旬に通知します。

■申込期間　５月10日㈫～16日㈪　　
　※12日㈭は19時まで窓口業務を延長して受け付けます。
■問合せ　市庁舎本館国保医療課
　○国保係　℡0897－52－1447（国民健康保険の方）
　○医療係　℡0897－52－1212（後期高齢者医療保険の方）

国民健康保険・後期高齢者医療保険の被保険者の皆さんへ

受診医療機関

短期人間ドック 脳ドック・同時受診

○西条中央病院
○村上記念病院
○済生会西条病院
○市立周桑病院
○西条愛寿会病院

○西条中央病院
○村上記念病院
○済生会西条病院■国民健康保険　約800人

■後期高齢者医療保険　約150人
　定員を超えた場合は抽選となります。

定員

○70歳以上の方は、短期人間ドックのみの受診です。
○平成23年度中に75歳を迎える方は、誕生日の前日までに
　受診する場合は国民健康保険、誕生日以降に受診する場
　合は後期高齢者医療保険資格での申し込みとなります。

注意事項
　西条市国民健康保険または後期高齢者医療保険の被保険
者で、次の要件に該当する方
○平成23年４月１日現在、35歳以上の方
○国民健康保険税または後期高齢者医療保険料を滞納して
　いない方
○平成23年度に市が行う総合健診、個別健診、単独検診を
　受診もしくは申し込みしていない方

対象者

※短期人間ドック・脳ドックの検査項目には、特定健
　診または後期高齢者健診の検査項目も含まれている
　ので、重複して受診することはできません。
※重複受診をした場合は、ドック費用が全額自己負担
　となります。
※総合健診、単独検診の中で、ドックと検査内容が重
　複しないものについては受診できますので、ドック
　の受診決定後（受診票が届いた後）に、保健センタ
　ーへご相談ください。

自己負担額　検査費用の２割負担

１０，４００円

６，４００円

６，４００円

同時受診

受診内容

短期人間ドック

脳ドック

自己負担額

申込方法・問合せ

東
予
港
防
波
堤
の
事
業
化
決
定
！

　

昭
和
39
年
、
西
条
市
が
新
産
業
都
市
に
指
定
さ

れ
て
以
来
の
悲
願
で
あ
り
、
着
工
に
向
け
て
要
望

活
動
を
進
め
て
き
た
東
予
港
（
西
条
地
区
）
防
波

堤
の
整
備
は
、
平
成
23
年
度
国
土
交
通
省
予
算
が

認
め
ら
れ
、
新
規
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
防
波
堤
は
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活

お
よ
び
企
業
の
安
定
操
業
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ

り
、
今
後
の
東
予
港
整
備
に
向
け
た
大
き
な
一
歩

と
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
現
地
調
査
や
設
計
を
行
う
予
定
と
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
現
地
着
工
・
早
期
完
成

に
向
け
た
事
業
費
の
確
保
を
め
ざ
し
、
関
係
各
方

面
へ
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
団
体
の
皆
様

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
引
き

続
き
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

東予港（西条地区）

防波堤整備予定個所
　　　　　　　500ｍ
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市
で
は
ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
の
合
宿
・
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
を
図
り
、
交
流
人
口
の
拡
大

と
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
力
の
向
上
を
め
ざ
し
、
合
宿
都
市
構
想
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

春
季
合
宿
・
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
11
チ
ー
ム
の
社
会
人
や
大
学
生
が
来
西
し
、
練
習
や

オ
ー
プ
ン
戦
で
す
が
す
が
し
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
屋
内
運
動
場
「
ビ
バ
・

ス
ポ
ル
テ
ィ
ア
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
」
は
、
雨
天
時
や
夜
間
練
習
な
ど
に
活
用
さ
れ
、
大
変
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
宿
チ
ー
ム
と
地
元
チ
ー
ム
と
の
交
流
戦
や
京
都
産
業
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
に

よ
る
地
元
小
学
生
を
招
い
た
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
地
域
と
の
交
流
を
深

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

春季合宿に11チーム来西

春季合宿で来西した
チーム・合宿期間

吉備国際大学硬式野球部
２月14日～18日

拓殖大学硬式野球部
２月14日～24日

ＪＦＥ西日本硬式野球部
２月20日～28日

中京大学サッカー部
２月21日～26日

浜松大学硬式野球部
２月26日～３月４日

東海大学湘南校舎体育会
陸上競技部短距離ブロック

３月３日～９日
福井工業大学硬式野球部

３月４日～12日
大阪体育大学硬式野球部

３月６日～13日
京都産業大学サッカー部

３月７日～12日
愛媛大学医学部卓球部
３月10日～11日

龍谷大学ラグビー部
３月14日～18日

アスリートなどの合宿・キャンプを誘致

合宿都市
構
想

シーズンに向け
　　　　汗を流す選手たち

▲京都産業大学サッカー部によるサッカー教室
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市
で
は
ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
の
合
宿
・
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
を
図
り
、
交
流
人
口
の
拡
大

と
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
力
の
向
上
を
め
ざ
し
、
合
宿
都
市
構
想
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

春
季
合
宿
・
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
11
チ
ー
ム
の
社
会
人
や
大
学
生
が
来
西
し
、
練
習
や

オ
ー
プ
ン
戦
で
す
が
す
が
し
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
屋
内
運
動
場
「
ビ
バ
・

ス
ポ
ル
テ
ィ
ア
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
」
は
、
雨
天
時
や
夜
間
練
習
な
ど
に
活
用
さ
れ
、
大
変
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
宿
チ
ー
ム
と
地
元
チ
ー
ム
と
の
交
流
戦
や
京
都
産
業
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
に

よ
る
地
元
小
学
生
を
招
い
た
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
地
域
と
の
交
流
を
深

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

春季合宿に11チーム来西

春季合宿で来西した
チーム・合宿期間

吉備国際大学硬式野球部
２月14日～18日

拓殖大学硬式野球部
２月14日～24日

ＪＦＥ西日本硬式野球部
２月20日～28日

中京大学サッカー部
２月21日～26日

浜松大学硬式野球部
２月26日～３月４日

東海大学湘南校舎体育会
陸上競技部短距離ブロック

３月３日～９日
福井工業大学硬式野球部

３月４日～12日
大阪体育大学硬式野球部

３月６日～13日
京都産業大学サッカー部

３月７日～12日
愛媛大学医学部卓球部
３月10日～11日

龍谷大学ラグビー部
３月14日～18日

アスリートなどの合宿・キャンプを誘致

合宿都市
構
想

シーズンに向け
　　　　汗を流す選手たち

▲京都産業大学サッカー部によるサッカー教室
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※混雑や渋滞が予想されますので、早めに受付をお済ませください。

ＧＳ

■駐車場　河原津西工区干拓地（下図参照）
■入場料　中学生以上　1,500円（網・軍手代込み）
　　　　　小学生　　　　500円（網・軍手代込み）
　　　　　幼児　　　　  　無料（軍手代込み）
　　　　　※玉網の必要な幼児は500円必要です。
■捕獲方法
　漁具の持ち込みは禁止（入場の際に網と軍手を配布）
　アサリを掘る道具（バケツに入る程度の大きさ）は使用
できます。
■注意事項
○入場中の事故などについては、参加者各自の責任としま
　す。カキ殻やエイには十分注意してください。
○事故防止のため、素足・サンダル等の方は入場できませ
　んので、各自で長靴・運動靴等を準備してください。
○獲った魚介類はクーラーボックスなどで保冷してお持ち
　帰りください。

　今年も河原津海岸で「立て干し網」を開催します！
　ハマチ、タイ、アジなど合計約17,000尾と、小さいお子
さんにも楽しんでいただけるように、アサリを約２トン放
流します。

■問合せ
 東予総合支所農林水産課　℡0898－64－2700内線253
 市庁舎本館農業水産課　　℡0897－52－1513

主　催　 東予地域漁業協同組合連合協議会
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ハウス内で芽出し栽培（水
耕栽培）を行う方法で、果
樹栽培と労働力が競合しな
い秋冬の期間の栽培である
ことや、果樹栽培に比べて
軽作業が多く、高齢者や定
年帰農者が容易に取り組む
ことができることなどから、農閑期の農業収入として注目
されています。
　１月下旬から４月下旬ころまで収穫できるタラノメは、
松山市や京阪神などの市場に出荷され、高く評価されてい
ます。
　春の訪れを告げるだけでなく、丹原地区の新たな特産品
として大きな期待が寄せられているタラノメ。皆さんも、
ぜひご賞味ください。

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

東予総合支所

丹原総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048小松総合支所

ハーモニカに魅せられて
　～アンサンブルで日本縦断ハーモニカ演歌コンサート～

　子どもの頃からハーモニカに魅せらた宇佐美進さん（吉
田）は、仕事で県外に転出してからも、ソロ活動やバンド
などでハーモニカ演奏を続けてきました。
　昭和58年には視覚障害者へのハーモニカ指導をきっかけ
に、それまでのメロディーのみの演奏方法を変え、自らの
　　　　　　　　編曲による音に厚みを持たせたハーモニ
　　　　　　　　カだけの合奏団（バンド）を立ち上げま
　　　　　　　　した。この成功により、教え子からリク
　　　　　　　　エストの多い歌謡曲を中心に編曲した楽
　　　　　　　　曲を集めたＣＤと譜面付き編曲集を発行
　　　　　　　　するなど、これまでにＣＤ５枚と編曲集
　　　　　　　　３冊をリリースしています。

　また平成12年には、中央公民館で「里帰りハーモニカコ
ンサート」を開催、多くのファンの好評を博しました。
　退職した現在は西条市に戻り、公民館等でハーモニカ師
範・公認指導員として指導に当たる傍ら、昨年は総合文化
会館で歌手・森昌子さんと日本初となるハーモニカ競演コ
ンサートを実現しました。さらに平成20年からは、東京・
大阪など全国各地を巡る日本縦断ハーモニカ演歌コンサー
トを行い、今年は名古屋での
開催も予定されています。
　ハーモニカの音色をより多
くの人に親しんでもらうとい
う夢の実現に向けて、宇佐美
さんは今日も頑張っています。
〔宇佐美さんのホームページ〕
　http://homepage3.nifty.com/usami/

ンク、カーブボックスなどを備えた、四国では珍しい公式
競技が可能な本格的施設です。伊予小松ライオンズクラブ
主催の大会は毎年春の恒例行事となっており、今年も５歳
から38歳までの39人が参加し４月３日に開催されました。
中には親子でのエントリーもあったそうです。選手の皆さ
んは日ごろの練習の成果を発揮し、さまざまな技を繰り出
して、会場を訪れた多くのギャラリーからは大きな歓声が
上がっていました。
　あなたもチャレンジしてみませんか？
○使用時間　9：30～17:30
　　（10～３月は17:00まで）
○使用料　無料（要申込）
○問合せ
　石鎚山ハイウェイオアシス館
　　　　　　℡0898－76－3111

新たな特産品をめざして　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　～丹原産のタラノメ栽培～

　丹原地区は、特産品のあたご柿をはじめとした果樹栽培
が盛んな県下有数の果樹農業地域として知られています。
　しかしながら、近年の果樹の価格低下による収益の減少
や農業従事者の高齢化などにより、耕作放棄地が増加し、
近隣農地への悪影響や景観の悪化が懸念されています。
　この問題を解消するための
一つの方策として、３年前か
ら新たな耕作物としてタラノ
メのふかし栽培を始めました。
　これは、３メートルほどに
成長したタラノキの芽を、１
芽ごとに穂木として切断し、

ご存知ですか？  小松中央公園スケートボード場
　　　　　　　　　　　　～若者の熱い思いが届いた！～

　　　　　　　　　　　　　　　　　「大好きなスケート
　　　　　　　　　　　　　　　　ボードをしたいけれど
　　　　　　　　　　　　　　　　する場所がない」とい
　　　　　　　　　　　　　　　　う地元の若者の署名活
　　　　　　　　　　　　　　　　動がきっかけとなり、
　　　　　　　　　　　　　　　　木製のスケートボード
用具などが整備されたのが平成14年。
　その後、大会開催など愛好者に大いに利用されていまし
たが、用具の損傷が激しくなったことから、平成15年４月
それまでの場所の北側にコンクリート製の小松町スケート
ボード場が新装オープンされるに至りました。
　新しいスケートボード場は、クォーターパイプや複合バ

▲

出
荷
直
前
の
タ
ラ
ノ
メ

▲大きく育った穂木となるタラノキ
▲

指
導
員
と
し
て
も
活
躍

▲

宇
佐
美  

進
さ
ん

▲
本
格
的
な
施
設
が
自
慢

東予・丹原・小松の各総合支所管内での、
身近な出来事や話題などを紹介するコーナーです。

ほ    ぎ
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■
新
工
法
シ
ス
テ
ム
の
開
発
　
　

　

サ
イ
ク
ス
で
は
、
東
京
大
学
な

ど
の
支
援
の
も
と
、
地
域
産
木
材

の
有
効
利
用
と
、
需
要
拡
大
を
目

的
と
し
た
「
集
成
材
パ
ネ
ル
の
製

造
と
そ
れ
ら
を
用
い
た
工
法
シ
ス

テ
ム
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

集
成
材
パ
ネ
ル
と
は
、
ス
ギ
な

ど
の
間
伐
材
や
小
径
材
を
活
用
し
、

そ
れ
ら
十
数
枚
を
圧
着
す
る
こ
と

で
強
度
を
確
保
し
た
パ
ネ
ル
の
こ

と
で
す
。
去
る
３
月
に
は
、
こ
の

パ
ネ
ル
を
床
や
壁
・
屋
根
等
に
用

い
て
製
作
し
た
、
ボ
ッ
ク
ス
タ
イ

プ
の
木
造
ユ
ニ
ッ
ト
の
試
作
品
の

展
示
・
公
開
を
行
い
ま
し
た
。

■
広
が
る

　
　
　

木
造
ボ
ッ
ク
ス
の
可
能
性

　

日
本
は
国
土
の
約
67
パ
ー
セ
ン

ト
が
森
林
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
十
分
な
整
備
が
行
わ
れ
て
い

な
い
の
が
実
情
で
す
。
地
球
温
暖

化
防
止
の
観
点
か
ら
も
、
国
産
材

の
有
効
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
東
京
大
学
大

学
院
木
質
材
料
研
究
室
を
は
じ
め
、

市
内
外
の
企
業
な
ど
の
協
力
の
も

と
、
集
成
材
の
建
築
用
資
材
と
し

て
の
可
能
性
の
研
究
や
検
証
を
行

い
、
木
造
ユ
ニ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
を

試
作
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
月
と

３
月
に
は
、
国
産
材
の
活
用
方
法

や
乾
燥
技
術
、
木
造
ユ
ニ
ッ
ト
工

法
の
特
徴
や
可
能
性
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
を
、
サ
イ
ク
ス
が
主
催
し

開
催
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

東
大
大
学
院
の
安
藤
直
人
教
授
が

講
演
し
、
こ
の
工
法
の
特
徴
で
あ

る
、
簡
便
で
施
工
性
が
高
い
こ
と

や
、
製
作
・
分
解
が
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
で
再
利
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
経
済
的
に
も
優
れ
て
い
る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ッ
ク
ス
は
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で

の
運
搬
を
想
定
し
、
奥
行
き
約
２

㍍
・
幅
約
５
㍍
・
高
さ
約
３
㍍
の

サ
イ
ズ
と
し
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

の
設
置
の
ほ
か
、
災
害
時
の
仮
設

住
宅
と
し
て
も
利
用
す
る
こ
と
が

可
能
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

安
藤
教
授
は
こ
れ
ら
の
優
位
性

を
踏
ま
え
、
将
来
的
に
は
仮
設
住

宅
と
し
て
利
用
し
た
後
に
ボ
ッ
ク

ス
を
運
搬
し
、
複
数
を
組
み
合
わ

せ
て
一
般
住
宅
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境

へ
の
配
慮
な
ど
か
ら
、
木
材
の
価

値
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
工
法
の
開
発
と
研
究
成
果
が
、

今
後
の
地
域
の
木
材
資
源
活
用
の

起
爆
剤
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

サ
イ
ク
ス
で
は
、
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
タ
室
・
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室
に
入

居
す
る
企
業
や
個
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
部
屋
も
24
時
間
利
用

可
能
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
が
整
備
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

あ
ら
ゆ
る
経
営
相
談
に
お
応
え
で

き
る
環
境
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
入
居
資
格

○
新
た
に
事
業
化
に
取
り
組
も
う

　

と
す
る
方

○
新
た
な
事
業
分
野
へ
の
進
出
、

　

研
究
開
発
に
取
り
組
も
う
と
す

　

る
方

■
入
居
期
間

○
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室

　
　
　
　
　
　
　
　

…
４
年
以
内

○
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室
…
２
年
以
内

■
入
居
決
定
に
つ
い
て

　

事
業
計
画
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
お
よ

び
審
査
の
う
え
、
入
居
の
可
否
を

決
定
し
ま
す
。　

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

部
屋
の
仕
様
や
入
居
申
請
な
ど

詳
細
は
、
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
３
―
０
０
１
０

地
域
産
木
材
活
用
の
可
能
性
を
探
る

木
造
ユ
ニ
ッ
ト
工
法
シ
ス
テ
ム
の
開
発

サイクスが開発し公開した木造ユニットボックス

セミナーで新工法システムの
　　　　　　優位性について語る安藤教授

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
・

   

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室 

入
居
者
募
集

入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　サイクス（ＳＩＣＳ）は、産業情報支援
センターの運営組織である、㈱西条産業情
報支援センターの愛称です。
　今月は、サイクスが取り組んでいる地元
産材の有効利用と需要拡大に向けた事業に
ついて紹介します。

77
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

　犬の無駄吠え（吠え続ける行為）など、ペットに関する
苦情が増えています。
　犬を飼っていない人や嫌いな人にとって、犬の鳴き声は
飼い主が想像している以上にうるさく感じます。吠え続け
る犬に何もしない飼い主の姿は無責任に映ります。
　吠え続ける原因を解消し、周りに迷惑をかけないよう心
がけましょう。　

る

は
け

心

犬にマナーという概念はありません。
犬のしつけは飼い主のマナーです。

20
日　

固
定
資
産
税
第
１
期
分
の

　

督
促
状
の
発
送

31
日　

軽
自
動
車
税
全
期
分
の
納

　

期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

　

の
督
促
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

　

軽
自
動
車
税
は
、「
車
検
時
に

納
付
す
れ
ば
よ
い
税
金
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
必
ず
５
月
31
日
㈫
ま

で
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　

ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
な
ど
の
駆
除

薬
剤
が
必
要
な
方
は
、
自
治
会
の

班
・
組
単
位
な
ど
で
必
要
数
量
を

取
り
ま
と
め
て
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
薬
剤
量
（
１
世
帯
に
つ
き
）

○
ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
用　

１
袋

○
ネ
ズ
ミ
用　
　
　
　
　

１
袋

■
申
込
期
限　

　

５
月
16
日
㈪

■
引
渡
し
時
期　

　

５
月
31
日
㈫
～

■
申
込
先　

○
市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

衛
生
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
１

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

■
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
し

て
い
る
方
へ

　

収
集
休
み
を
周
知
す
る
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
用
の
チ
ラ
シ
を
、
担
当
課

窓
口
と
各
公
民
館
に
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

廃
棄
物
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
８

　

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
す
る
と
、

年
14
・
６
％
の
「
延
滞
金
」
が
か

か
り
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
納
税
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
２
７
９

　　

市
税
の
納
付
方
法
を
口
座
振
替

に
す
る
と
、
自
動
的
に
納
付
さ
れ

る
の
で
、
納
め
忘
れ
が
な
く
便
利

で
安
心
で
す
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
預
金

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
っ
て
、

各
金
融
機
関
の
窓
口
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

市
が
口
座
振
替
依
頼
書
を
受
理

し
た
日
の
翌
月
末
日
か
ら
口
座
振

替
が
で
き
ま
す
。

■
取
扱
金
融
機
関

　

伊
予
銀
行
、
周
桑
農
業
協
同
組

合
、
西
条
市
農
業
協
同
組
合
、
愛

媛
銀
行
、
東
予
信
用
金
庫
、
広
島

銀
行
、
愛
媛
信
用
金
庫
、
香
川
銀

行
、
百
十
四
銀
行
、
四
国
労
働
金

庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行　
　
　
　
　

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
納
税
課

　

納
税
第
２
係

ＴＥＬ
０
８
９
７
－

５
２

－

１
２
７
９

　　

５
月
５
日
㈭
「
こ
ど
も
の
日
」

は
、
次
の
地
区
の
ご
み
収
集
を
お

休
み
し
ま
す
。
対
象
地
区
の
方
は

次
回
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
ご
み
収
集
が
休
み
の
地
区　
　

○
も
え
る
ご
み

　

玉
津
、
飯
岡
、
大
町
、
神
戸
（
舟

形
・
津
越
・
長
瀬
は
除
く
）、
橘
、

大
保
木
、
市
之
川

○
も
え
な
い
ご
み

　

神
拝
、
禎
瑞

※
連
休
明
け
は
収
集
時
間
が
大
幅

　

に
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
は
必
ず
午
前
８
時
ま
で
に

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

※
詳
し
い
収
集
の
日
程
等
は
、
各

　

世
帯
へ
配
布
し
て
い
る
「
ご
み

　

収
集
日
一
覧
表
」
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

５
月
の
市
税
ご
よ
み

市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が

便
利
で
安
心
で
す

５
月
５
日
㈭
の
ご
み
収
集
を

お
休
み
し
ま
す
（
西
条
地
区
）

ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
と
ネ
ズ
ミ
の

駆
除
薬
剤
を
お
渡
し
し
ま
す

軽
自
動
車
税
の

納
期
限
は
５
月
31
日
㈫
で
す
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　児童扶養手当は、児童が障害基礎年金の子の加算の対象となっている場合は支給されませんでしたが、平成23年４月
以降は、児童扶養手当額と障害基礎年金の子の加算額を児童ごとに比較して、有利な方を受けられるようになります。
　有利な方を受けるためには手続きが必要となりますので、下記の担当課までご相談ください。
　※１　平成23年４月分からの児童扶養手当を受給するためには、平成23年９月15日までの申請が必要です。それ以降
　　　　は、申請月の翌月分からの受給開始になります。
　※２　母子世帯や父子世帯の方は、上記の児童扶養手当と障害基礎年金の子の加算での受給変更はできません。

■問合せ　新居浜年金事務所お客様相談室　℡0897－35－1445
　　　　　市庁舎本館市民生活課　年金係　℡0897－52－1383
　　　　　各総合支所市民福祉課　市民保険係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）

■問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　子育て支援係　℡0897－52－1337
　　　　　各総合支所市民福祉課　福祉係（東予）、　市民福祉係（丹原・小松）

　障害年金の受給開始時点で生計を
同じくする配偶者や子に限って加算
が支給されていました。

これまで
　障害年金の受給開始後に、婚姻や出生などに
よって生計を同じくするようになった配偶者や
子にも届け出によって加算が支給されます。

平成23年４月から

　障害年金を受け取り出した後に、婚姻や出生などによって生計を同じくする配偶者や子ができた場合にも、平成23年
４月以降は、届け出によって加算が支給されるようになりました。
　※この場合の「子」とは、18歳未満の子または１・２級の障害の状態にある20歳未満の子をいいます。

障害基礎年金の子加算の運用見直しに伴い児童扶養手当の対象が拡大されます

障害年金の加算の範囲が拡大されました

ー日本年金機構からのお知らせー　　４月から障害年金加算改善法が施行されました

　

郵
便
事
業
㈱
で
は
、
重
度
の
身

体
障
害
者
や
知
的
障
害
者
の
福
祉

に
対
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
通
常
郵
便

は
が
き
を
無
償
配
布
し
ま
す
。　

■
対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま

た
は
療
育
手
帳
Ａ
の
方

■
配
布
枚
数　

　

一
人
に
つ
き
2０
枚

■
受
付
期
間　

　

５
月
31
日
㈫
ま
で

■
申
込
方
法　

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
を
持
っ
て
、
最
寄
り
の
郵
便

局
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
各
郵
便
局

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

原
則
6５
歳
未
満
で
障
害
の
あ
る

方
に
対
し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
派
遣
や
障
害
者
支
援
施
設
の
利

用
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、

事
前
に
障
害
程
度
区
分
の
認
定
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
対
象
者　

○
身
体
障
害
者
（
児
）

○
知
的
障
害
者
（
児
）

○
精
神
障
害
者
（
児
）

■
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

　

居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
派
遣
）、
生
活
介
護
、
障
害
者

福
祉
施
設
の
利
用
、
施
設
へ
の
短

期
入
所
、
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
な
ど

■
障
害
程
度
区
分

　

介
護
の
必
要
性
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
各
種
障
害
手
帳
の
等
級
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

重
度
の
身
体
・
知
的
障
害
者
に

青
い
鳥
郵
便
葉
書
無
償
配
布

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
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　遊休県有地（西条地区工業用水道管理事務所職員公舎敷地）を一般競争入札にて売り払いします。

県有地を売却します

■物件 ■予定価格　1,200万円
■現地説明　５月13日㈮
■入札実施日　６月10日㈮　13時30分～
■問合せ　愛媛県公営企業管理局総務課　
          　　   ℡089－912－2794

所在地

土　地

建　物

西条市中野字横内甲873番地 1

地目：宅地　　地積：1358.99㎡

木造スレート瓦葺平屋建５棟
床面積55.89～65.61㎡

　場　　所：三芳地区内（位置図参照）
　区 画 数：８区画
　面　　積：１区画当たり、187㎡～249㎡（約56坪～約75坪）
　価　　格：１㎡当たり、約27,300円～28,400円
　　　　　　１坪当たり、約90,000円～94,000円
　用途地域：第一種低層住居専用地域
　建ぺい率：50％以下
　容 積 率：80％以下
　上 水 道：西条市上水道
　生活排水：小型合併処理浄化槽
　道　　路：市道幅員4.2ｍ～6.0ｍ
　　　　　　宅地内道路幅員4.5ｍ～6.2ｍ　
　※詳しくは、市のホームページでもご案内しています。

　単身、家族の同居を問わず、自己の居住の用に供する宅地を必要と
し、５年以内に住宅を建築できる方。
※１世帯２区画まで購入でき、２区画目について住宅建築義務はあり
　ません。

　申し込み受付順に選考のうえ決定します。

　分譲申込書に住民票謄本を添えて、西条市土地開発公社へお申し込
みください。申込書は西条市土地開発公社にあるほか、市のホームペ
ージからもダウンロードできます。

　西条市土地開発公社（市庁舎別館２階　用地課内）　℡0897－52－1349

分譲地平面図

分譲地位置図

校
学
小
芳
三

県道東予・玉川線

　西条市土地開発公社では三芳地区内において、住宅地「ハーモニー
ハイツ三芳Ⅱ工区」の分譲を行っています。
　生活に適合した住みよい環境や条件が備わっています。住宅地をお
探しの方、ぜひご検討ください。

29

区画番号 区 画 面 積 分 譲 価 格

231.42㎡（70.00坪） 6,572,300円
28 193.65㎡（58.57坪） 5,286,600円
25 188.85㎡（57.12坪） 5,212,200円
24 187.97㎡（56.86坪） 5,187,900円
21 198.19㎡（59.95坪） 5,410,500円
17 222.23㎡（67.22坪） 6,133,500円
13 200.90㎡（60.77坪） 5,544,800円
７ 249.42㎡（75.44坪） 6,883,900円

分譲価格表
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期間：５月３日㈫～５日㈭
内容：巨大シャボン玉実験ショー
　　　スライムづくりなど

日時：５月８日㈰　10時～12時／13時30分～16時
内容：化石のレプリカをつくろう！
　　　化石を探そう！
　　　地学クイズラリー（常設展観覧料が必要）

愛媛県総合科学博物館　
　℡　0897－40－4100　　URL　http://www.i-kahaku.jp/
　【開館時間】　９時～17時30分
　　　　　　　　※４月29日㈮～５月５日㈭は18時30分まで開館
　【５月休館日】　月曜日（２日は開館）

愛媛県総合科学博物館

　

平
成
22
年
度
子
ど
も
手
当
法
を

延
長
す
る
法
律
案
が
成
立
し
、
平

成
23
年
９
月
分
ま
で
は
、
22
年
度

と
同
様
に
子
ど
も
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

今
回
の
子
ど
も
手
当
法
延
長
に

よ
る
新
た
な
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　

1０
月
以
降
の
子
ど
も
手
当
に
つ

い
て
は
、
今
後
国
会
で
審
議
さ
れ

ま
す
の
で
、
決
ま
り
次
第
広
報
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課　
　

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

■
日
時　

　

５
月
1５
日
㈰　

11
時
～
14
時

■
場
所　

鞍
瀬
川（
丹
原
町
明
河
）

■
内
容　

鞍
瀬
川
源
流
部
に
生
息

す
る
水
生
昆
虫
な
ど
の
観
察

■
講
師　

山
本
貴
仁
氏
（
愛
媛
県

環
境
マ
イ
ス
タ
ー
）

■
申
込
先　

　

東
予
環
境
グ
ル
ー
プ
＆
自
然
再

生
研
究
会
（
藤
原
）

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
３

－

２
７
８
７

※
集
合
場
所
・
持
ち
物
な
ど
は
お

　

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
22
日
㈰　

11
時
～

14
時
3０
分
（
雨
天
決
行
）

■
内
容

　

幼
稚
園
児
の
歌
、
バ
ザ
ー
、
の

み
の
市
、
お
茶
席
、
花
の
苗
即
売
、

ゲ
ー
ム
、
ミ
ニ
消
防
自
動
車
な
ど

■
場
所
・
問
合
せ

　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

４
１
８
５

※
当
日
は
、
日
泉
ポ
リ
テ
ッ
ク
東

　

予
、
す
ぱ
ー
く
東
予
の
駐
車
場

　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
29
日
㈰

　
　
　
　

14
時
3０
分
～
1５
時
4０
分

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

■
テ
ー
マ

　

わ
た
し
か
ら
、
あ
り
が
と
う

■
入
場
整
理
券
取
扱
所

　

総
合
・
丹
原
文
化
会
館
、
西
条

マ
ス
ヤ
書
店
、
い
め
い
じ
各
店
。

■
問
合
せ　

　

西
条
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
９
８
０

※
講
演
会
終
了
後
「
あ
り
が
と
う

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
入
選
作
品
の
発

　

表
・
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

　

５
月
1５
日
㈰　

９
時
～
13
時

■
場
所　

道
前
育
成
園
運
動
場

■
内
容　

　

季
節
の
野
菜
・
花
、
パ
ウ
ン
ド

ケ
ー
キ
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
販

売
、
う
ど
ん
な
ど
の
バ
ザ
ー

■
問
合
せ　

道
前
育
成
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

１
９
５
９

■
日
時　

５
月
1５
日
㈰

　

1０
時
3０
分
～
14
時
3０
分
（
雨
天

決
行
）

■
内
容

　

ふ
わ
ふ
わ
エ
ア
ー
ポ
リ
ン
、
工

作
コ
ー
ナ
ー
、
の
み
の
市
、
ゲ
ー

ム
、
バ
ザ
ー

■
場
所
・
問
合
せ　

　

東
予
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
５

－

６
６
８
０

※
当
日
は
東
予
南
幼
稚
園
・
保
育

　

所
の
駐
車
場
も
利
用
で
き
ま
す

　

が
、
な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
で

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

親
子
で
加
茂
川
の
豊
か
な
自
然

に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
５
日
㈭

　
　
　
　

1０
時
～
（
小
雨
決
行
）

■
場
所　

　

加
茂
川
左
岸
ト
リ
ム
公
園
前

■
対
象　

　

小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

■
注
意
事
項　

網
な
ど
の
道
具
は

使
用
禁
止
（
手
袋
は
可
）

■
問
合
せ　

　

加
茂
川
漁
業
協
同
組
合

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

９
５
２
４

子
ど
も
手
当
て
の
支
給
は
継
続

さ
れ
ま
す

第
14
回　

鞍
瀬
川
自
然
観
察
会

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

道
前
育
成
園
ふ
れ
あ
い
即
売
会

東
予
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ア
マ
ゴ
の
つ
か
み
取
り
大
会

あ
り
が
と
う
フ
ォ
ー
ラ
ム

中
島
啓
江
講
演
会

広報さいじょう　2011　5月号 22



日　時 場　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

８日　8：45

15日　9：00

15日　8：00

15日 10：30

22日　8：00

西条西部公園ほか

瓶ヶ森駐車場～
土小屋第２駐車場

東予運動公園
多目的広場

総合体育館ほか

総合体育館ほか

東予体育館

東予体育館

西条市ソフトボール協会
協会杯大会　壮年の部

第６回西条市スポーツ少年
団本部長旗軟式野球大会

３日　8：00

７日　8：45

14日　8：00
15日　8：00

21日　9：00
22日　9：00

東予球場ほか

ひうち球場ほか

第26回西条市長杯争奪
卓球大会　小・中学生の部

第26回西条市長杯争奪
卓球大会　高校・一般の部

西条市スポーツ少年団
空手道大会

西条市スポーツ少年団
春季ミニバス大会

石鎚山系
元気ウォーキング大会

第５回西条市スポーツ少年団ソフ
トボールリーグ決勝トーナメント

第66回国民体育大会軟式野球
競技成年男子愛媛県選考会

５月のスポーツカレンダー

【臨時休館】　５月９日㈪・23日㈪は清掃作業などのため休館します。

●日時　５月22日㈰　10時～13時30分
●内容　新ジャガとそら豆を使い、２種類のパン
　　　を生地づくり・手ごねから作ります。
●講師　ＪＨＢＳ　余吾加代子氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　2,000円　　●申込期限　５月13日㈮

●日時　６月６日㈪　10時～13時
●内容　地元食材を使って、イタリアンを作りま
　　　す。
●講師　クワトロスタジオーニ　高橋昌章氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　2,500円　　●申込期限　５月30日㈪

　【
開
催
日
・
場
所
】

　

５
月
14
日
㈯
・
1５
日
㈰

　

総
合
文
化
会
館

【
美
術
展
】　

■
展
示
時
間

○
14
日　

1０
時
～
17
時　
　

○
1５
日　

1０
時
～
16
時

■
展
示
作
品

　

書
道
、
洋
画
、
写
真
、
陶
芸
、

押
し
花
、
生
花
、
木
彫
、
俳
画
、

日
本
画
、
墨
彩
画
、
川
柳

【
芸
能
祭
】

■
公
演
時
間

○
14
日　

12
時
５０
分
～
16
時　
　

○
1５
日　

1０
時
～
1５
時
3０
分

■
公
演
内
容

○
14
日　

日
舞

○
1５
日　

大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、

　
　
　
　

三
曲
、
民
謡
、
器
楽

【
問
合
せ
】

　

市
庁
舎
別
館
社
会
教
育
課
内　

　

西
条
文
化
協
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
６
２
８

■
日
時　

５
月
13
日
㈮　

14
時
～

■
場
所　

紺
屋
町
商
店
街
フ
ロ
ム

■
出
演
者　

　

柳
家
初
花
（
江
戸
落
語
家
）
、

ら
く
さ
ぶ
ろ
う
（
愛
媛
ア
マ
チ
ュ

ア
落
語
家
）

■
定
員　

５０
人

■
入
場
料　

○
高
校
生
以
上　

１
５
０
０
円

　
（
前
売
り
は
１
２
０
０
円
）

○
中
学
生
以
下
　
無
料

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

　

○
ハ
ル
キ
フ
ォ
ー
ト
（
登
道
）

　

○
い
め
い
じ
（
東
町
本
店
）

■
問
合
せ　

　

西
条
落
語
を
聴
く
会

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

６
６
７
７

■
展
示
期
間

　

５
月
29
日
㈰
～
６
月
５
日
㈰

■
場
所　

前
神
寺
（
洲
之
内
）

■
内
容　

　

ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
作
品
を
通
し
て
、
障
害
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
作
品
展
。

■
問
合
せ

　

ゆ
か
い
な
仲
間
（
一
色
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

９
４
１
６

【
サ
バ
イ
バ
ル
講
座　

食
べ
ら
れ

る
野
草
】

■
日
時　

５
月
８
日
㈰
・
21
日
㈯

　
　
　
　

1０
時
～
13
時　

■
定
員　

各
1０
人

■
参
加
費　

１
５
０
０
円
（
昼
食

代
込
み
）

【
草
木
染　

イ
タ
ド
リ
で
染
め
る
】

■
日
時　

５
月
17
日
㈫

　
　
　
　

９
時
3０
分
～
12
時

■
定
員　

６
人

■
参
加
費　

６
０
０
円
（
素
材
代

別
途
必
要
）

【
申
込
先
】

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

※
開
催
日
の
1０
日
前
ま
で
に
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
を
超

　

え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▲食べられる野草は？

第
40
回　

西
条
地
域
春
季
市
民

芸
術
文
化
祭

ゆ
か
い
な
仲
間
の
作
品
展

第
７
回
西
条
う
ち
ぬ
き
寄
席

　
　
　
　

（
笑
店
街
落
語
会
）

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
体
験
教
室
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■日程　10月開講　全３回・２時間程度
■内容　10月：自然体験（石鎚ふれあいの里で実施）
　　　　12月：正月用寄せ植え盆栽
　　　　３月：寄せ植え盆栽の植え替えと管理
■対象・定員　一般・40人程度

▼ 遊学講座
■日程　
　　Ａコース：６月７日㈫・９日㈭・14日㈫・16日㈭・
　　　　　　　21日㈫・23日㈭　　10時～12時
　　Ｂコース：６月28日㈫・30日㈭・７月１日㈮・
　　　　　　　５日㈫・７日㈭・８日㈮　　19時～21時
■内容　Ａコース：文書作成（ワード）
　　　　Ｂコース：表計算（エクセル）
■対象・定員　一般・各コース14人

▼ 初級パソコン講座

■日程　６月開講　月１回・土曜日　９時～12時
■内容　クレパスや折り紙で動物や乗り物などを描き、
　　　子どもの豊かな感性と表現力を養います。
■対象・定員　小学１～５年生・30人程度

▼ 子ども美術講座

■日程　７月開講　全３回　　■場所　丹原高校
■内容　７月：多肉植物の寄せ植え
　　　　９月：挿し芽で花を増やそう
　　　　12月：クリスマスの寄せ植え
■対象・定員　一般・20人程度

▼ 園芸講座

■日程　６月開講　月１回（全８回）
■内容　気功＆太極拳（４回）
　　　　ウォーキング（４回）
■対象・定員　一般・30人程度

▼ 気功＆太極拳とウォーキング講座

■日程　６月開講　月２回・水曜日
　　　　Ａクラス：10時～　　Ｂクラス：13時30分～
■内容　国際化時代を迎え、国際感覚を高めるため、外
　　　国人講師による生きた英会話を学習します。
■対象・定員　一般・各クラス20人程度

▼ 英会話講座

▼ 韓国語講座

■日程　６月開講　毎月第４土曜日　10時～12時
■内容　自分が感じたこと感じたままの気持ちを、絵と
　　　短い言葉で表現し、伝える楽しさを学びます。
■対象・定員　一般・15人程度

▼ 初心者絵手紙講座

■日程　６月開講　毎月第１・３水曜日（全６回）
　　　　19時30分～21時30分
■内容　ハングルの読み・書きをの初歩を学習します。
■対象・定員　一般・20人程度

▼ 韓国語講座

　各公民館に設置してある中央公民館講座の案内チ
ラシに申込書が付いていますので、必要事項を記入
して、中央公民館に提出してください。
　各講座とも定員を超えた場合は抽選となります。
※各講座の受講料は無料ですが、画材や学習教材代
　などの実費が必要です。

■申込期間　５月１日㈰～22日㈰
■問 合 せ　中央公民館　℡0898－65－4030

▼ 中央公民館講座の申込方法 ▼

■
講
習
期
間
・
時
間

　

６
月
～
平
成
24
年
３
月
（
16
回
）

○
幼
児
（
年
長
）・
小
学
生

　

17
時
3０
分
～
18
時
1５
分

○
中
学
生
・
高
校
生

　

18
時
2５
分
～
19
時
1５
分

■
場
所　

　

佐
伯
記
念
館
・
郷
土
資
料
館
、

丹
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　

地
球
サ
イ
ズ
の
友
情
を
築
き
上

げ
て
き
た
松
下
文
治
氏
な
ど
に
よ

る
英
会
話
・
マ
ナ
ー
講
座

■
対
象
者
・
定
員

○
幼
児
・
小
学
１
年
生　
　

1５
人

○
小
学
２
・
３
・
４
年
生　

1５
人

○
小
学
５
・
６
年
生　
　
　

1５
人

○
中
学
生　

1０
人

○
高
校
生　

1０
人

■
受
講
料　
　

年
８
０
０
０
円

■
申
込
期
限　

５
月
19
日
㈭

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

で
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
先　

　

丹
原
総
合
支
所
内　

教
育
委
員

会
丹
原
分
室　

教
育
振
興
係

　

消
防
署
で
は
、
毎
月
第
３
日
曜

日
を
「
応
急
手
当
の
日
」
と
し
て

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
等
の
講
習

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
受
講
者

に
は
修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

■
日
時　

　

５
月
1５
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
申
込
先　

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

　　

消
防
署
で
は
、
消
火
薬
剤
の
代

わ
り
に
水
が
入
っ
て
い
る
消
火
器

な
ど
で
消
火
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

火
災
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
た
め
、
自
治
会
や
事
業
所
、

各
種
団
体
な
ど
で
、
正
し
い
消
火

器
の
使
用
方
法
と
初
期
消
火
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
申
込
先

○
東
消
防
署
消
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署
消
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

国
際
社
会
を
考
え
る
講
座

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

消
火
器
の
取
り
扱
い
訓
練
を

実
施
し
ま
せ
ん
か
？
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市営住宅「宝来団地」入居者２次募集
　２月に募集した宝来団地に空き住宅が生じたため、２次募集
を行います。
■募集対象世帯・戸数

■受 付 期 間　５月２日㈪～13日㈮の執務時間内
■入居の決定　申し込み多数の場合は抽選を行います。
■抽 選 日 時　５月17日㈫　10時～
■抽 選 会 場　小松総合支所３階会議室
■そ　の　他　募集戸数に満たなかった場合は、６月30日㈭ま
　　　　　　で随時募集を行います。
■申し込みに必要な書類　申込受付場所で配布しています。
■申込受付場所　○市庁舎別館施設管理局　財産住宅係
　　　　　　　　　℡0897－52－1561
　　　　　　　　○各総合支所建設管理課　建設管理係
※入居資格要件には制限がありますので、お問い合わせください。

２階１戸
２ＤＫ 54.0㎡

19,300～
　37,900円１戸

高齢者夫婦
・単身世帯 ３階

募集対象世帯・戸数 間取り階層 床面積 家賃

　

西
条
市
出
身
で
全
国
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
に
、
こ
れ
ま
で
の
体

験
談
や
郷
土
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時　

5
月
21
日
㈯

　
　
　
　

13
時
3０
分
～
1５
時

■
場
所　

　

西
条
図
書
館
２
階
会
議
室

■
講
師　

図
子
英
雄
氏
（
小
説

家
・
詩
人
）

■
演
題　

読
書
と
人
生

■
申
込
方
法　

各
図
書
館
に
あ
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
5
月
2０
日
㈮
ま
で
に
西
条
図

書
館
へ
持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
図
書
館
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

で
き
ま
す
。

■
申
込
先
・
問
合
せ

　

西
条
図
書
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
６
６
８

FAX
０
８
９
７

－

５
６

－
３
１
８
８

■
経
営
・
管
理
研
修

○
新
任
管
理
職
研
修

　

６
月
11
日
㈯
・
18
日
㈯

　

申
込
締
切
…
６
月
１
日
㈬

○
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修

　

６
月
14
日
㈫

　

申
込
締
切
…
6
月
3
日
㈮

○
組
織
力
を
ア
ッ
プ
す
る
コ
ー
チ

　
ン
グ
研
修

　

6
月
18
日
㈯

　

申
込
締
切
…
6
月
8
日
㈬

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
ア
ク
セ
ス
基
本
操
作

　

６
月
11
日
㈯
・
18
日
㈯

　

申
込
締
切
…
5
月
27
日
㈮

○
デ
ジ
カ
メ
撮
影
の
コ
ツ
＆
画
像

　
編
集
！

　

６
月
18
日
㈯

　

申
込
締
切
…
6
月
3
日
㈮　
　

■
問
合
せ　

各
講
座
は
受
講
料
等

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
東
予
産

業
創
造
セ
ン
タ
ー
へ
。

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１

URLhttp://w
w

w
.ticc-ehim

e.
or.jp/

■
日
時　

　

６
月
３
日
㈮　

14
時
～
16
時

■
場
所　

総
合
文
化
会
館
展
示
室

■
テ
ー
マ　

若
手
社
員
を
育
成
す

る
面
接
の
や
り
方

■
講
師　

㈲
清
水
式
賃
金
研
究
所

　

社
会
保
険
労
務
士

　

清
水　

肇
氏

■
定
員　

2０
人
（
先
着
順
）

■
主
催　

経
済
産
業
省
、
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
愛
w
ｏ
ｒ
ｋ

■
申
込
先　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛
w

ｏ
ｒ
ｋ　
（
重
松
）

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
３

－
８
６
８
６

E ﾒｰﾙin
fo@

ai-w
ork.jp

　

障
害
の
あ
る
方
が
、
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
初
心
者
向
け

の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
。

■
日
時　

　

火
・
金
曜
日　

14
時
～
1５
時

■
対
象
者　

障
害
者
、
介
助
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
場
所　

愛
媛
県
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
道
後
町
）

■
内
容　

　

卓
球
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
ペ
タ

ン
ク
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ク

ロ
ッ
ケ
ー
な
ど

■
申
込
先
・
問
合
せ　

愛
媛
県
身

体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
２
４

－

２
１
０
１

　

郷
土
の
誇
れ
る
風
景
・
農
作

物
・
行
事
な
ど
自
由
な
題
材
で
、

は
が
き
サ
イ
ズ
に
描
い
た
絵
画
・

イ
ラ
ス
ト
・
絵
手
紙
・
版
画
な
ど

の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
、
５
月
29
日
㈰
～

６
月
12
日
㈰
の
間
、
中
央
公
民
館

ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

■
対
象　

　

市
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高

校
に
通
う
児
童
・
生
徒

■
応
募
期
限　

５
月
13
日
㈮

■
応
募
先　

　

〒
７
９
９

－

１
３
５
３　

　

三
津
屋
南
1０

－

2０

　

医
療
法
人
弘
仁
会
管
理
部

　
「
小
さ
な
作
品
展
」
係

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ　

　

ア
ト
リ
エ
し
ま
な
み
事
務
局　

ＴＥＬ
０
９
０

－

５
１
４
２

－

５
５
６
３

ふ
る
さ
と
出
前
塾

第
11
回　

小
さ
な
作
品
展

作
品
募
集

魅
力
づ
く
り

サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

広報さいじょう　2011　5月号25



●木工教室「木工機械使用認定講座」
　当館で木工機械を使用する方を対象とした講座。対象と
なる方は必ず受講してください。
日時　５月14日㈯・28日㈯　13時30分～15時30分
●水彩画教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　５月13日㈮・27日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　５月18日㈬・25日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者
●企画展「同美会展」
期間　５月１日㈰～26日㈭
内容　油絵を展示します。
【開館時間】９時～22時
【５月休館日】月曜日、６日㈮、10日㈫、11日㈬、12日㈭

●「東予・周桑の用水」展
　川堰、泉、ため池、掘抜、ポンプなどの用水に関係する
施設や碑を紹介。　　期間　５月22日㈰まで
●館蔵品展
　市が所有している美術品を展示。
期間　５月26日㈭～７月18日㈪
●和紙あんどん作り教室　ー生徒募集ー
　本市特産の手すき和紙を用いて、柔らかい光りを放つあ
んどんを作ります。
日時　６月２日㈭・９日㈭・16日㈭　13時～15時
定員　10人（先着順）　　材料費　2,500円程度
必要な物　木工用ボンド、カッターナイフ、小筆
申込期限　５月22日㈰
【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【５月休館日】月曜日、６日㈮、10日㈫、11日㈬、12日㈭

●「こどもの日」無料開放
日時　５月５日㈭　10時～21時　※１回の利用２時間以内
対象　小・中学生
●無料平泳ぎ教室
日時　５月28日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●市内小・中学生無料開放日
日時　５月７日㈯・14日㈯　10時～12時
●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！
　当施設は水中モニターを設置して
います。水中での動きを映像にする
ため、効果的に水泳フォームをチェ
ックすることができます。
登録料　市民：無料
　　　　市外の方：1,000円（年度ごと）
使用料　300円（１回）　　ＤＶＤ録画　200円

【開館時間】10時～21時　【５月休館日】月曜日

【開館時間】９時～17時
【５月休館日】月曜日、６日㈮、10日㈫、11日㈬、12日㈭

●特別展示　「西条藩の広がり」
　館所蔵の西条藩領内古地図屏風や領界石パネル写真を展
示し、東予地方における西条藩の広がりを見る。
期間　５月１日㈰～29日㈰
●郷土史講座　
　第二次長州征伐と西條藩 　～　その（１）～
日時　５月19日㈭　13時30分～15時30分
講師　西條史談会顧問　三木秋男氏
定員　30人　　申込期限　５月15日㈰

●アジアの陶磁器展
　中国の優品古陶磁から現代まで、
李朝時代の韓国、現代のタイ、中東
などの陶磁器類約80点を展示。
期間　６月５日㈰まで
●吹きガラス　吹工房　村上恭一展
　西条市出身で、現在は砥部で吹き
ガラス作品を制作している村上氏の作品の展示・即売会。
期間　５月25日㈬～29日㈰　　※最終日は15時まで

【開館時間】９時～16時30分
【５月休館日】月曜日、６日㈮、10日㈫、11日㈬、12日㈭

●野鳥写真展示
～素晴らしきかな感動の記録～

　市内在住の小倉碣士さん
（日本野鳥の会会員）が、
八堂山を中心に全国各地で
撮影した写真を展示。
期間　５月１日㈰～29日㈰
●北海道地方の石展
　故黒田武恒氏から寄贈された北海道地方の鑑賞石を展示。
期間　５月１日㈰～29日㈰
●考古学講座
　「八堂山遺跡の調査現場見学会」
日時　５月15日㈰　13時～16時
申込方法　５月13日㈮までに電話でお申し込みください。
※当講座は現地集合です。集合場所など詳しくは、お申し
　込みの際に説明します。

【開館時間】９時～17時
【５月休館日】月曜日、６日㈮、10日㈫、11日㈬、12日㈭
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行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時 備　　　　考

絵画教室

８日㈰
13：30～15：30

小・中学生　定員：15人
材料費：30～400円
必要な物：絵の具道具

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は初級コース

木彫教室

七宝焼教室 15日㈰
10：00～12：00

小学生　定員：10人
１～３年生は保護者同伴

電子工作
（新）リモコンライト２

29日㈰
10：00～12：00

５歳～小学６年生　定員：30人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
作品のお渡しには１週間ほどかかります

５歳～中学生　定員：15人
幼児は保護者同伴　材料費：250円
必要な物：エプロン

幼児～小学生（保護者同伴）
必要な物：タオル・飲み物
※ある人は、こども用はっぴ

ポーセラーツ教室
オリジナルの食器作り

３日㈫
13：30～15：30

５歳～小学６年生　定員：15人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
必要な物：牛乳パック

トールペイント
かわいい小物作り

４日㈬
10：00～12：00

小学２～６年生　定員：15人
必要な物：絵の具道具

小学生以上　定員：15人
小学１～３年生は保護者同伴

21日㈯
10：00～12：00

将棋教室 29日㈰
13：30～15：00

小学生以上　定員：15人
材料費：350円
作品のお渡しには３週間ほどかかります

染め物教室 １日㈰
13：30～15：30

だんじりをかつごう ５日㈭
13：30～14：30

５歳～小学６年生　定員：20人
幼児は保護者同伴　材料費：200円

おもしろ紙ねんど教室 15日㈰
13：30～15：30

イラスト教室 小学３年～中学生
定員：15人　材料費：100円

21日㈯
13：30～15：30

１日㈰
13：30～15：00囲碁教室

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は初級コース

おもしろ竹細工教室
くわがた作り

７日㈯
10：00～12：00

小学生以上　定員：60人
小学１～３年生は保護者同伴

太陽や星を見る会 第１回
春の星座と月

７日㈯
19：30～20：30

小学３年生以上　定員：25人
申込期限：５月４日㈬
※雨天決行

地球探検
新居浜市東平

14日㈯
９：00～15：00

小学生　定員：15人
材料費：350円
申込期限：５月８日㈰

たのしい野外活動！
こどもの国でピザ作り

22日㈰
10：00～12：00

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや

毎週土・日曜日
（１日を除く）
14：00～14：30

楽しい英語絵本の読み聞かせストーリーテリング

こどもの国　５月の行事予定表

【開館時間】８時30分～17時
【５月休館日】月曜日、６日㈮、10日㈫、11日㈬、12日㈭

▼　プラネタリウム情報　▼
スペース西遊記～ブラックホールを駆け抜けろ！
投影開始時間（10分前にはお越しください。約40分投影）
　○火～土曜日：13時30分、15時
　○日曜・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
　※第２・４土曜日は、10時に無料投影を行っています。
観覧料　50～200円（65歳以上の方は無料）

●春季読書マラソン
　期間中に読んだ本の題名を記録し、21～42冊を読み終え
た方に記念品を贈呈します。記録表はこどもの国で配布。
期間　４月15日㈮～５月15日㈰
記録表の提出期限　５月22日㈰
●のみの市　ご家庭に不用品があればご提供ください。
期間　５月１日㈰～15日㈰　　主催　どんぐり委員会

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。
※６月の行事予定表は５月15日㈰からこどもの国にあります。

毎週土曜日
（28日を除く）
11：00～11：30

●趣味の手芸展
　パッチワーク、創作アップリケ、手芸クラブによるバッ
グ、エコクラフト倶楽部による籠を展示。
期間　５月17日㈫～６月５日㈰
●俳句・俳画展
　市内の愛好家の作品を展示。　　期間　５月10日㈫まで
【開館時間】８時30分～17時
【５月休館日】月曜日、３日㈫、４日㈬、５日㈬

【開館時間】オアシス：９時～18時（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【５月休館日】オアシス：無休　　椿交流館：水曜日（４日開館）

●水墨画展
　小松公民館の水墨画教室での作品を展示。
期間　５月１日㈰～30日㈪
場所　椿交流館　

【開館時間】９時～17時30分
【５月休館日】水曜日、２日㈪、６日㈮、９日㈪、10日㈫、12日㈭

●特別展示
　「初公開　佐伯家の古文書を中心に」
　佐伯家資料展が好評に
つき、愛媛県史や伊予史
談会で紹介された佐伯家
の古文書を中心に展示し
ます。
　小松藩以前に発給された慶長・寛永期の珍しい文書や、
小松藩成立後の古文書史料など、すべて初公開です。
期間　５月29日㈰まで

５月の休館日　毎週水曜日（４日開館）、６日㈮
　　　　　　　※観光交流センターは無休

■ 開館時間　８時～19時　　
■ 入 館 料　四国鉄道文化館のみ
　　　　　　 一般：300円　　小・中学生：100円

問合せ　観光交流センター内　観光振興課　℡0897－47－3575
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●ジャンボお絵かき（要申込）
　５月５日㈭　10時～11時30分　　対象：幼児・小学生
　内容：「夢と遊び」をテーマにキャンパスに自由に描こう。
　　　　※作品は１年間、西条児童館の壁面となります。
●リトミック（要申込）
　５月10日㈫　定員：各クラス親子10組
　①10時～10時30分　　　１歳６カ月～２歳未満のクラス
　②10時40分～11時10分　２歳以上のクラス
●ゲーム遊び（要申込）
　５月14日㈯　14時～15時30分　　対象：小学生　定員：15人
●工作広場「巨大シャボン玉づくり」（要申込）
　５月28日㈯　10時～11時
　対象：幼児・小学生　　定員：20人

●こども映画会「トイ・ストーリー３」
　５月５日㈭　13時30分～15時
●かんたん手芸「クリップ・マグネット作り」（要申込）
　５月７日㈯　13時30分～15時
　対象：幼児・小学生　　定員：30人
●茶道クラブ
　５月14日㈯　10時～12時　　対象：幼児・小学生
●リズム教室
　５月21日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生
●ゲーム大会
　５月21日㈯　13時30分～15時　　対象：幼児・小学生

●お楽しみ工作
　５月５日㈭　10時～16時
　内容：だれでも参加できるお楽しみ工作コーナー
●みんな集まれ！　放課後ドッジボール大会
　５月11日㈬・25日㈬　16時～16時50分　　対象：小学生
●丹原わくわくフェスタ（要申込）
　５月21日㈯　10時～11時30分
　対象：幼児・小学生　　定員：50人
　内容：腹話術「おはなしパペット」、お楽しみ抽選会など

●こども映画会「ザスーラ」　５月５日㈭　10時30分～12時
●ゲーム大会（要申込）　　　５月７日㈯　13時30分～15時
　対象：幼児・小学生　　定員：20人
●リトミック（要申込）　　　５月14日㈯　10時30分～11時
　対象：３歳～未就学児　　定員：親子10組
●親子ふれあいバス遠足（要申込）
　５月21日㈯　９時～16時
　場所：国営讃岐まんのう公園（雨天時：えひめこどもの城）
　対象：幼児・小学生親子　　定員：20人

【開館時間】８時30分～17時　【５月休館日】月曜日、３日㈫、４日㈬
※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

【開 館 時 間】西条図書館：９時～22時
　　　　　　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【５月休館日】
　西条図書館：31日㈫　
　東予図書館：月曜日、６日㈮、10日㈫、11日㈬、12日㈭、31日㈫
　丹原図書館：金曜日、２日㈪、９日㈪、10日㈫、11日㈬、12日㈭、31日㈫
　小松温芳図書館：水曜日（４日開館）、２日㈪、６日㈮、９日㈪、10日㈫、
　　　　　　　　　12日㈭、31日㈫

●６日・20日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20

●13日・27日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
中川公民館　　　　　　15：20～15：30

●７日・21日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
三芳小学校　　　　　　10：40～11：20
国安小学校　　　　　　11：30～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00

●14日・28日（土曜日）
西条東中学校　　　　　10：00～10：20
西条西中学校　　　　　10：50～11：10
東予西中学校　　　　　13：00～13：20
河北中学校　　　　　　13：30～14：00
丹原西中学校　　　　　14：30～15：00

●１日・15日・29日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
加茂公民館　　　　　　11：00～11：10
舟形バス停横　　　　　11：20～11：50

●２日・16日・30日（月曜日）
旧西田郵便局横　　　　10：00～10：30
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
本谷温泉　　　　　　　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20

●10日・24日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　12：50～13：20
ＪＡ西条神戸低温倉庫　13：30～13：40
伊曽乃神社鳥居前　　　13：50～14：20
小松農村環境改善センター　14：40～15：10

●４日・18日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：40
西福寺入口　　　　　　10：50～11：20
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：20
氷見公民館　　　　　　14：40～15：20
旧大町公民館　　　　　15：40～16：20

●11日・25日（水曜日）
野々市集会所　　　　　９：30～10：00
橘公民館　　　　　　　10：10～10：40
新御堂児童公園　　　　10：50～11：20
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20

●５日・19日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　５月14日㈯　15時～16時　　対象：幼児
○ぴよぴよお話会
　５月18日㈬　10時～11時　　対象：乳幼児以上
東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　５月18日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○おはなし会
　５月14日㈯　14時～14時30分　　対象：幼児
　５月18日㈬　16時～16時30分　　対象：小学生
　５月26日㈭　10時30分～11時　　対象：乳児
小松温芳図書館
○おはなし会　
　５月28日㈯　10時30分～　　対象：幼児以上　
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　次の方々からご厚志をいただきました。心からお礼
申し上げます。　　　　　　　　 （順不同・敬称略）

■まごころ銀行へ
▽三好　憲（北条）▽田中通久（桑村）▽河渕こずえ
（小松町新屋敷）▽長井章文（高田）▽玉津小学校▽
飯岡小学校フレッシュ委員会▽西条歌謡同好会▽国興
産業㈱▽かれん美容室
　

■養護老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽新聞　芥川秀
人（神拝甲）▽押し花指導　佐藤ミヨ（大町）▽フラ
ワーアレンジメント　白石啓子（神拝甲）▽現金・歌
・踊り　大町老人クラブ福壽会▽現金　大町連合自治
会福祉部

■養護老人ホーム石燧園へ
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部▽歌・踊り・ゲームな
ど　花園保育園

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽歌　玉井キヨ子（小松町大頭）▽カレンダー作り・
喫茶　コープえひめ福祉グループ▽日本舞踊　楠藤会
▽清掃奉仕　ＪＡ周桑女性部健康福祉部会▽琴演奏　
小松高校日本音楽クラブ

　毎年５月１日～31日の期間で、赤十字社員増強運
動が全国一斉に展開されます。
　この募金は自然災害などの被災者への援助物資や
見舞金の支給など、さまざまな事業に活用されてい
ます。
　皆さまの温かいご理解、ご協力をお願いします。

■問合せ
○市庁舎別館社会福祉課　総務福祉係　℡0897ー52ー1288
○各総合支所市民福祉課　福祉係（東予）
　　　　　　　　　　　　市民福祉係（丹原・小松）

　３月24日に、国際ソロプチミスト西条から西条図書
館に、昨年の５月に引き続き図書が寄贈されることと
なり、盛實峰子会長から田中教育長に目録が手渡され
ました。
　寄贈された児童図
書は、西条図書館の
蔵書として、来館者
の皆さまにご利用い
ただきます。
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青のり

　季節の到来や節目を表すときに使われる「風物
詩」という言葉。ある季節特有の自然現象、物、
事柄のことですが、日本の季節の移ろいを私たち
の心に深く訴えかけてくれます。
　手作業で行われる青のり漁もその一つですが、
生産の段階で手間暇かけたものは大量に作られる
ものとは、うまみ、風味が違います。風物詩と呼
ばれるものの中には、自然環境の変化や後継者不
足で失われつつあるものも少なくありません。
　美しい日本の風景をいつまでも残したいですね。

春の訪れを告げる

次回の食材は  です。　問合せ：市庁舎本館ブランド戦略課　ブランド戦略係　℡0897－52－1380

栄養士チェック
　青のりには、カルシウムや鉄、カリウムなど健康を維持す
るのに欠かせないミネラルが豊富に含まれています。
　カルシウムは骨粗しょう症予防に、鉄は貧血予防に欠かせ
ないミネラルです。また、体内でビタミンＡの働きをするカ
ロテンも含まれているので、体の抵抗力を高め、皮膚や粘膜
を健やかに保ちます。

　写真提供：四国海苔株式会社

エネルギー‥‥‥‥‥‥　292kcal
脂肪‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.9ｇ

タンパク質‥‥‥‥‥‥‥‥  5.6ｇ

栄養価（１人当たり）

材　料（４人分・約30枚）

フランスパン‥‥‥‥‥ １／２本
バター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 60ｇ

青のり粉‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２ｇ
グラニュー糖‥‥‥‥‥‥‥ 20ｇ

①　青のり粉をミキサーにかけるか、すり鉢ですって細
　かくする。
②　フランスパンを７～８㎜の厚さに切る。
③　オーブンの天板にクッキングシートを敷き、切った
　パンを並べて130℃で10分焼く。
④　室温において柔らかくしたバターと、グラニュー糖
　をボウルに入れてゴムべらで混ぜ、①の青のりを加え
　よく混ぜる。
⑤　から焼きしたフランスパンに④を薄く塗り、130℃
　のオーブンで10分焼いて出来上がり。

　

新
緑
の
季
節
に
な
る
と
、
中
山
川
と
加
茂
川
の

河
口
付
近
で
は
天
然
の
青
の
り
が
芽
を
出
し
、
川

床
が
緑
色
に
覆
わ
れ
ま
す
。

　

川
床
の
石
に
生
育
す
る
青
の
り
を
か
き
揚
げ
て

天
日
干
し
を
す
る
の
が
、
一
昔
前
の
西
条
の
春
の

風
物
詩
で
し
た
。
現
在
で
も
、
春
の
限
ら
れ
た
期

間
に
、
わ
ず
か
で
す
が
昔
な
が
ら
の
手
法
で
収
穫

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

沿
岸
の
汽
水
域
（
海
水
と
川
の
水
が
混
ざ
る
と

こ
ろ
）
で
は
、
養
殖
も
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
１

０
０
㌧
ほ
ど
の
収
穫
が
あ
り
、
日
本
一
の
生
産
量

を
誇
り
ま
す
。

　

青
の
り
と
い
え
ば
、
た
こ
焼
き
に
使
わ
れ
る
ア

オ
サ
が
一
般
的
に
普
及
し
て
い
ま
す
。
青
の
り
も

ア
オ
サ
も
粉
に
す
る
と
見
た
目
は
同
じ
で
す
が
、

風
味
と
栄
養
価
は
全
く
異
な
り
、
使
っ
て
み
れ
ば

そ
の
違
い
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

実
は
、
大
手
お
菓
子
メ
ー
カ
ー
の
ス
ナ
ッ
ク
菓

子
や
、
有
名
な
ふ
り
か
け
に
も
西
条
産
の
青
の
り

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

風
味
の
よ
い
、
優
れ
た
健
康
食
品
を
、
家
庭
で

も
取
り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　禎瑞地区の女性有志で、地域の特産物を使用し、保存
料・添加物の入っていないお菓子を作っています。
　地元で採れた新鮮な青のりは、鮮やかな色合いと優し
　　　　　　　　　　　　　　　　　い風味です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　体にもいいので
　　　　　　　　　　　　　　　　　お菓子や料理に、
　　　　　　　　　　　　　　　　　たっぷり取り入れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　てください。

ていずい青のりクラブ
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3/26・27　小学生わくわくチャレンジ！  スポーツ体験教室

祝！ 土砂災害防止に関するコンクール入選

今こそ国際協力！  今こそ世界の中の日本！

3/5　感動のひととき！   Let’s ダンシング ！

4/3　高校生海外スタディツアー報告会

4/10　春爛漫！ 桜満開！  本谷温泉まつり

市原ドリームズ  フットサル教室 今泉守正 サッカー教室

愛媛国体を見据え スポーツを通じた青少年の健全育成を　～次世代育成支援スポーツ事業～

とする舞踏曲を中心とした、迫力あるプロのオーケストラの生演奏
に、来場者は感動のひとときを過ごすことができました。
　市では、今後もこうした芸術鑑賞の機会提供に努めることとして
います。

　国際協力機構（JICA）
の青年海外協力隊員とし
てタンザニアに赴任する
青野勝洋さん（国安）が
出発を前に市役所を訪れ、
２年間に及ぶ活動に対す
る抱負を熱く語ってくれ
ました。
　青野さんはこれまでの
経験を活かして、現地で
は地図作成のための測量
業務に従事します。
　お体には気をつけて、
頑張ってください。

　「平成22年度土砂災
害防止に関する作品コ
ンクール」が国土交通
省と愛媛県の共催で開
催され、作文の部に応
募した、玉津小学校６
年（当時）の明日萌樺
さんが県砂防協会会長
賞、同校１年（当時）
の後藤成輝君が県砂防
ボランティア協会会長
賞をそれぞれ受賞しま
した。おめでとうござ
います。

　13もの競技種目に
チャレンジできるス
ポーツ体験教室が、
小学生を対象に開催
されました。各会場
で合わせて200人を
超える参加者は、準
備運動に始まりマナ
ーや基本動作、そし
て実践まで時間を忘
れて心地よい汗を流
しました。
　この中から、2017
年の愛媛国体の選手
が輩出されるかもし
れません…。

　米国ウィスコンシン州メノモニーフォールズでの10日間のホームス
テイから帰国した高校生15人が、研修の成果を発表した報告会。
　現地では交流した多くの人々から、東日本大震災に対するお見舞い
の言葉がかけられたとのことで、こうした素晴らしい体験が世界のス
テージで活躍する将来の役に立つことを祈っています。

　夏の風物詩とし
て親しまれてきた
本谷温泉まつり。
今年から春まつり
として生まれ変わ
りました。満開の
桜に彩られた本谷
公園の特設会場で
は、フラダンスや
餅投げ・カラオケ
が行われたほか、
食べ物や飲み物の
出店もあり、子ど
もたちにとっては
盛大なお花見とな
った様子でした。

　スポーツを通じて次代を担う青少年の健全育成と、愛媛国体開催時に主力選手になると思われる小中学生世代の競技力や、その関係者の
指導力の向上を目的に実施している次世代育成支援スポーツ事業。３月５日には、女子サッカー日本代表監督を務め、現在ＪＦＡアカデミ
ー女子ヘッドコーチとして活躍中の今泉守正先生によるサッカー教室を開催しました。参加者と同じ目線に立った先生方のきめ細やかな指
導と、小中学生のひたむきさがとても印象的でした。また、フットサルＦリーグで活躍するの６選手をお招きした３月26日のフットサル教
室では、参加者一人一人への直接指導に続いて先生方と一緒に試合を行うなど、上級テクニックを肌で感じることができました。

▲ ご活躍を心よりお祈りしております

▲
感
謝
の
気
持
ち
や
感
動
の
体
験
を
披
露

　宝くじ文化公
演「大阪交響楽
団の Let's ダ
ンシング」を、
自治総合センタ
ーの助成により
総合文化会館で
開催しました。
　親しみやすい
ワルツをはじめ

▲
舞
台
と
客
席
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て…

愛
媛
県
代
表
、
そ
し
て
日
本
代
表
を
め
ざ
せ
っ
！

▲

餅
ま
き
に
は
み
ん
な
大
興
奮
！
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０
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５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　西条市のみなさんこんにちは。私は西条市出身の玉井誠子
　　　　　　　　　　　　　　　　　と申します。2010年１月より、青年海外協力隊の村落開発普
　　　　　　　　　　　　　　　　　及員として西アフリカのニジェール共和国で活動しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニジェールはどんな国か個人的なイメージを漢字で表すと　
　　　　　　　　　　　　　　　　　「暑・砂・人・繋・広・笑・生」といった感じです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　国土の大半がサハラ砂漠で占められているため、日本と比　
べると環境は厳しいですが、人々は優しく寛大で毎日のんびり楽しそうに暮らしています。
　私の任地は首都二アメから南東に約130kmのドッソ県というところで、県内村落部で現地の人た
ちと地域の生活改善の一環となるような活動を行っています。具体的には、砂漠化防止のために植
樹、マラリア（蚊が媒介する感染症）対策として蚊の駆除薬作成、村人の自給自足促進および現金
収入向上を目的とした村内共同菜園で現地の女性グループと一緒に野菜の栽培などをしています。
　これらはすぐに結果や成果が出るものではありませんが、とにかく継続し、将来的に村落部の住
民の生活が少しでも改善されればと思っています。
　着任から１年が経過した今でも問題点や課題は多く、いまだに言葉や文化の壁を感じることもあ
りますが、そんなときに支えてくれるのもニジェールの人たちです。
　残りの任期は彼らへの感謝の気持ちも込めて、自分にできることをできる限り行いたいです。
（現在、玉井隊員は治安が悪化したニジェールから日本へ一時退避中ですが、５月中旬には新任国
ジブチ共和国に出発予定です）

▲青年海外協力隊員
　玉井誠子さん

玉井隊員からの報告
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■行政相談
○５月10日㈫　13時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○５月10日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○５月24日㈫　９時～12時　中川公民館　　
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○５月10日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○５月20日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218

■人権相談
○月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局人権相談室
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188

■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。（予約受付は５月２日㈪～）
○５月11日㈬・25日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○５月18日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134

■消費生活相談　　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は19頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700

■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む）
　５月17日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）　
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田

■社会保険出張相談
　５月18日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ

■社会保険等相談
　５月12日㈭　10時～16時　市民会館２階（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482

■無料不動産相談
　５月10日㈫　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■不動産無料相談
　５月８日㈰　13時～15時
　西条宅建協会事務所（明屋敷57-11　兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　西条宅建協会　℡0897ー55ー0988

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　毎週土・日曜日　10時～16時　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
※５月21日㈫　10時～12時　らっこ・はうす（東予南保育所内）
　でも専門的相談を実施します。
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141

■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）市庁舎別館女性児童福祉課
　毎週水曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－2700

■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所

■補聴器相談会
　５月18日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階102会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214

■精神障害者の家族相談会
　５月19日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803

■お酒の悩み相談
　５月25日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本

■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

　差別待遇、暴行・虐待、いじめ、プライバシーの侵害など、家庭や近隣関係における
人権問題の相談に人権擁護委員、法務局職員が応じます。（予約不要・無料・秘密厳守）
■日　時　６月１日㈬　９時～21時　　■電話番号　０１２０－４５９－７３７（携帯電話可）
■問合せ　松山地方法務局・愛媛県人権擁護委員連合会

　最寄りの法務局につながる「人権相談ダイヤル」が開設。
電話番号　０５７０－００３－１１０
※ＰＨＳ、一部のＩＰ電話は利用できない場合があります。
受付時間　月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時15分
相談担当　法務局職員、人権擁護委員

全国共通人権相談ダイヤル弁護士会による無料法律相談　
日　　時　５月９日㈪　10時～15時　
場　　所　松山地方裁判所西条支部
主　　催　愛媛弁護士会西条支部
問 合 せ　愛媛弁護士会西条支部　　℡0897－55－2484
　　　　　松山地方裁判所西条支部　℡0897－56－0685

四国一斉
人権擁護委員の日
12時間電話相談
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最
近
、
プ
ロ
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、

ゴ
ル
フ
な
ど
各
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け

る
ス
タ
ー
選
手
の
活
躍
は
め
ざ
ま

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
子
ど
も
や
両
親
の
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
将
来
は
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
な
り
た
い
と

い
う
子
ど
も
や
そ
れ
に
期
待
す
る

両
親
も
増
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
に
よ
る
ケ
ガ
や
痛
み
に
対
し

て
、
過
剰
な
心
配
を
し
て
救
急
外

来
を
受
診
す
る
保
護
者
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
が
、
単
に

体
力
作
り
や
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
将
来
の
進
路
に
も
影
響
す

る
よ
う
に
な
り
、
指
導
者
や
両
親

が
ケ
ガ
や
痛
み
に
対
し
て
過
敏
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
小
児
の
ス
ポ
ー
ツ
障

害
の
特
徴
や
対
応
法
に
つ
い
て
簡

単
に
説
明
し
ま
す
の
で
、
子
ど
も

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
指
導
や
応
援

に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
と
障
害

　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
障
害
は
、
コ

ン
タ
ク
ト
プ
レ
ー
や
ア
ク
シ
デ
ン

ト
が
原
因
の
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
（
ケ

ガ
）
と
、
過
度
の
運
動
負
荷
（
使

い
過
ぎ
）
が
原
因
の
ス
ポ
ー
ツ
障

害
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
外
傷

　

打
撲
や
捻ね

ん
ざ挫

、
骨
折
、
脱
臼
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
は
緊
急
性
を

要
す
る
も
の
も
多
い
た
め
、
早
急

に
受
診
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
に
指
導
者
な
ど
大
人
に
よ
る
現

場
で
の
速
や
か
な
手
当
て
（
ラ
イ

ス
の
処
置
）
が
腫し

ゅ
ち
ょ
う脹

や
痛
み
を
軽

減
さ
せ
、
病
院
に
着
い
て
か
ら
検

査
、
治
療
を
す
る
の
に
大
変
役
立

ち
ま
す
。
ま
ず
受
傷
部
の
、

○
固
定
・
安
静
（Rest

）

○
冷
却
（Icing

）

○
圧
迫
（Com

pression

）

○
挙き

ょ
じ
ょ
う

上
（Elevation

）

を
行
い
、
落
ち
着
い
て
病
院
に
来

て
く
だ
さ
い
。

●
ス
ポ
ー
ツ
障
害

　

成
長
期
の
子
ど
も
は
骨
に
成
長

軟
骨
層
が
存
在
し
、
筋
肉
の
組
成

も
大
人
と
は
異
な
り
ま
す
。
こ
の

未
成
熟
な
骨
や
筋
肉
に
過
度
の
運

動
負
荷
が
加
わ
る
と
、
骨
端
や
筋

肉
・
腱
付
着
部
な
ど
力
学
的
に

脆ぜ
い
じ
ゃ
く

弱
な
部
位
に
障
害
が
生
じ
、
運

動
時
だ
け
で
な
く
日
常
生
活
で
も

痛
み
を
伴
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
外
傷
と
異
な
り
、
明
ら

か
な
受
傷
機
転
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ

障
害
は
早
期
の
診
断
・
治
療
は
必

要
で
す
が
緊
急
性
は
な
く
、
診
療

時
間
内
に
十
分
な
問
診
・
診
察
・

検
査
を
し
て
適
確
な
治
療
を
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
。

　

成
長
期
に
多
い
ス
ポ
ー
ツ
障
害

に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

●
リ
ト
ル
リ
ー
グ
シ
ョ
ル
ダ
ー

　

投
球
障
害
肩
と
も
い
い
、
野
球

少
年
の
肩
に
生
じ
る
障
害
で
、
投

球
時
の
痛
み
が
特
徴
で
す
。
投
球

フ
ォ
ー
ム
の
乱
れ
や
投
げ
過
ぎ
が

原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

投
球
を
中
止
し
、
フ
ォ
ー
ム
の
改

善
や
病
巣
の
治
療
が
必
要
で
す
。

●
離
断
性
骨
軟
骨
炎

　

肘
や
膝
関
節
の
軟
骨
下
骨
が
分

離
を
生
じ
、
つ
い
に
は
関
節
内
遊

離
体
と
な
っ
て
関
節
に
障
害
を
起

こ
す
疾
患
で
、
活
発
な
男
児
に
多

い
の
が
特
徴
で
す
。

　

野
球
少
年
の
肘
関
節
に
生
じ
た

本
症
は
野
球
肘
と
呼
ば
れ
、
放
置

す
る
と
投
球
が
で
き
な
く
な
る
可

能
性
も
あ
る
た
め
、
早
期
に
レ
ン

ト
ゲ
ン
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
発
見
し
治
療

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
腰よ

う
つ
い椎

分
離
症

　

成
長
期
の
腰
椎
に
過
度
の
屈

曲
・
伸
展
な
ど
の
負
荷
が
加
わ
り

生
じ
る
腰
椎
の
疲
労
骨
折
で
、
早

期
で
あ
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
禁

止
し
、
コ
ル
セ
ッ
ト
を
装
着
し
て

骨
癒ゆ

ご
う合
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

●
オ
ス
グ
ッ
ド
・
シ
ュ
ラ
ッ
タ
ー
病

　

膝
関
節
の
使
い
過
ぎ
に
よ
り
、

脛け
い
こ
つ
そ
め
ん

骨
粗
面
（
膝
下
の
骨
が
出
っ
張

っ
た
部
位
）
の
骨こ

っ
た
ん
な
ん
こ
つ

端
軟
骨
の
骨こ

っ
か化

が
病
態
で
、
痛
み
が
な
く
な
る
ま

で
ス
ポ
ー
ツ
を
中
止
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

成
長
期
の
ス
ポ
ー
ツ
障
害
は
ほ

か
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
多
く
は
早
期
に
発
見
し

患
部
の
安
静
が
保
た
れ
れ
ば
自
然

治
癒
が
可
能
で
す
。

　

一
般
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ケ

ガ
や
障
害
は
準
備
運
動
不
足
、
集

中
力
の
欠
如
、
過
度
の
運
動
負
荷

で
生
じ
る
こ
と
が
多
く
子
ど
も
の

場
合
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
子
ど
も
は
自
己
管
理
が
難

し
く
、
両
親
や
指
導
者
が
予
防
や

早
期
発
見
に
努
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
病
院
受
診
を
恐
が
っ
て
症

状
を
訴
え
な
い
子
も
い
る
た
め
、

運
動
後
の
日
常
生
活
動
作
に
変
わ

り
は
な
い
か
、
準
備
体
操
の
段
階

で
、
痛
そ
う
な
と
こ
ろ
は
な
い
か

よ
く
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
子
ど
も
に
と

っ
て
、
多
少
の
ケ
ガ
や
障
害
は
つ

き
も
の
で
す
。
私
た
ち
医
療
ス
タ

ッ
フ
も
両
親
や
指
導
者
と
連
携
し
、

子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
応
援

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
児
ス
ポ
ー
ツ
障
害

西条市医師会理事
横山病院副院長　
横山　卓
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■赤ちゃん健康情報
◆子育て総合相談窓口「ぽかぽか広場」
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触された方、
　治って間もない方の来場は、ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時　※相談受付14時30分まで
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　５月６日㈮
○東予保健センター　５月13日㈮
○丹原保健センター　５月27日㈮
○小松保健センター　５月20日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　５月23日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　５月24日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■５月の献血日程
◆フジ西条玉津店
　５月１日㈰　10時～11時30分
　　　　　　　12時30分～16時
◆東予高等学校
　５月14日㈯　９時30分～13時30分
※創立50周年記念東高祭＆バラ鑑賞会会場
◆パルティ・フジ東予店
　５月18日㈬　10時～11時30分
　　　　　　　12時30分～16時
※東予ライオンズクラブ協力　
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

内容　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の内側から美しくなる
　　　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう

中央保健センター

▼食事のツボ講座　５月・６月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

▼高地ウォーキング体験教室の日程・申込期限

６月24日㈮

東予保健センター ６月６日㈪

丹原保健センター ６月２日㈭

小松保健センター ６月10日㈮

５月27日㈮

５月２日㈪

５月12日㈭

５月13日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編 バランス編 受講時間

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

10日㈫
26日㈭

24日㈫

18日㈬
12日㈭

19日㈭
17日㈫

13：00～13：30 東予 東予平成23年１月１日～
１月31日の出生児

平成23年１月１日～
２月28日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

平成21年10月１日～
10月31日の出生児

13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成20年４月１日～
４月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

17日㈫　10：30～11：30　玉津公民館

25日㈬　９：30～11：00　東予北地域交流センター

13日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

12日㈭　10：00～11：30　飯岡公民館

12日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

２日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

10日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

※東予保健センターは時間が変わりました。

　「ヒブワクチン」と「小児用肺炎球菌ワクチン」は、同時接種後の死亡例
が複数報告されたことを受け、厚生労働省では平成23年３月５日から接種を
見合せていましたが、４月１日から接種を再開しました。
　これらのワクチンは、３月24日開催の厚生労働省による専門家を交えた会
議において、接種と死亡との間に直接的な因果関係が明確に認められないこ
とや、同時接種による重い副反応の増加は報告されていないことから、安全
性上の懸念はないとの評価を受け、接種が再開されることとなりました。

　教室では運動の仕方を習得し、運動を継続していくため
のお手伝いをします。また、体組成測定や腹囲測定などで
身体状況を評価します。
対象　40歳～74歳の方で、ＢＭＩが25以上の方
　　　ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
　　　例：体重60㎏で身長160㎝の場合
　　　　　60（㎏）÷ 1.6（ｍ）÷ 1.6（ｍ）＝ＢＭＩ値23.4
※身体状況によっては、主治医意見書の提出や参加をお断りする場合
　があります。

運動内容
○中央保健センター：トレーニング機器や水中での運動
○その他の会場：自分の体重やボールなどを使った運動
申込期間　５月６日㈮～　※定員になり次第、締め切ります。
申込先　所管の保健センター　

東予北地域交流センター
※申込先：東予保健センター

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

５月16日～３月22日
月・木曜日　９時30分～11時
５月19日～３月22日
月・木曜日　13時30分～15時
５月16日～３月19日
月・木曜日　19時～20時30分
５月17日～３月９日
火・金曜日　９時30分～11時
５月23日～３月29日
月・木曜日　13時30分～15時
５月19日～３月29日
月・木曜日　９時30分～11時
５月16日～３月19日
月・木曜日　13時30分～15時

日　　　　時場所・申込先

　３月に完了認定証を交付した方は次の
とおりです。（敬称略）
◆全国１周完了（10,310㎞）
○中西貞二（西泉甲）
◆北海道１周コース（2,190㎞）
○越智喜久美（北条）
○髙橋正夫（飯岡）
○吉本明美（丹原町池田）
○豊田一幸（丹原町池田）
◆九州１周コース（1,840㎞）
○石原トヨミ（丹原町池田）
◆四国１周コース（940㎞）
○豊田明良（飯岡）
○曽我部克己（喜多川）
○德永清光（丹原町願連寺）
○玉井義明（丹原町来見）

日　時　６月５日㈰　９時～11時30分
会　場　総合福祉センター（もてこい元気館）
内　容　フッ素塗布、ブラッシング指導、歯周病健診、
　　　　顕微鏡で見るお口の細菌、咬合力（かむ力）測
　　　　定、口臭測定
問合せ　まつまえ歯科医院　℡0897－58－2234

日　時　６月４日㈯　14時30分～16時30分
会　場　東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）
対　象　小学生未満
内　容　歯みがき教室、歯の健康相談、フッ素塗布、記
　　　　念品（歯ブラシ）プレゼント
問合せ　黒河歯科医院　℡0898－68－7273

※実施日が雨天の場合は、予備日に順延します。

クラス 実施日 予備日 申込期限 タイムスケジュール

５月28日㈯ ６月４日㈯ ５月20日㈮

６月５日㈰ ６月12日㈰ ５月27日㈮

６月13日㈪ ６月20日㈪ ６月６日㈪

７月27日㈬ ８月３日㈬ ７月20日㈬

10月１日㈯ 10月８日㈯ ９月22日㈭

11月２日㈬ 11月９日㈬ 10月26日㈬

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

９：00　もてこい元気館　出発

10：30　ウォーキング開始

12：00　休憩（昼食）
※昼食は各自でご準備ください。

13：30　ウォーキング開始

16：30　もてこい元気館　到着

　高地でのトレーニングは、スポーツ選手の競技力向上だけでなく、一般の
人に対しても健康増進・体力向上に効果があるといわれています。
　市では平成18年度から高地運動教室を開催し、参加者への調査で、筋肉量
を落とさず、体脂肪・腹囲の減少や理想的な減量などの成果を得ています。
　高地でのウォーキングの魅力を体験してみませんか。

対象　40歳以上で、高地での運動が可能な方
※心疾患、脳血管疾患、肝疾患、腎疾患で治
　療中の方は参加できません。
申込期間　５月９日㈪～（先着順）
※参加できる教室は１クラスのみです。
申込先　中央保健センター

　日本脳炎予防接種第２期が、平成22年８月27日から再開されていますが、
今回は、第１期の特例的な措置についてお知らせします。
特例措置　平成22年３月31日までに第１期接種を完了していない方は、接種
時に９歳以上13歳未満であれば第１期の残りを公費で接種できます。
　特に今年度９～10歳になる方（平成13年４月２日～平成15年４月１日生ま
れ）は第１期の接種を受けましょう。詳細は最寄りの保健センターまで。
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■赤ちゃん健康情報
◆子育て総合相談窓口「ぽかぽか広場」
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触された方、
　治って間もない方の来場は、ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時　※相談受付14時30分まで
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　５月６日㈮
○東予保健センター　５月13日㈮
○丹原保健センター　５月27日㈮
○小松保健センター　５月20日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　５月23日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　５月24日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■５月の献血日程
◆フジ西条玉津店
　５月１日㈰　10時～11時30分
　　　　　　　12時30分～16時
◆東予高等学校
　５月14日㈯　９時30分～13時30分
※創立50周年記念東高祭＆バラ鑑賞会会場
◆パルティ・フジ東予店
　５月18日㈬　10時～11時30分
　　　　　　　12時30分～16時
※東予ライオンズクラブ協力　
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

内容　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の内側から美しくなる
　　　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう

中央保健センター

▼食事のツボ講座　５月・６月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

▼高地ウォーキング体験教室の日程・申込期限

６月24日㈮

東予保健センター ６月６日㈪

丹原保健センター ６月２日㈭

小松保健センター ６月10日㈮

５月27日㈮

５月２日㈪

５月12日㈭

５月13日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編 バランス編 受講時間

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

10日㈫
26日㈭

24日㈫

18日㈬
12日㈭

19日㈭
17日㈫

13：00～13：30 東予 東予平成23年１月１日～
１月31日の出生児

平成23年１月１日～
２月28日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

平成21年10月１日～
10月31日の出生児

13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成20年４月１日～
４月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

17日㈫　10：30～11：30　玉津公民館

25日㈬　９：30～11：00　東予北地域交流センター

13日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

12日㈭　10：00～11：30　飯岡公民館

12日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

２日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

10日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

※東予保健センターは時間が変わりました。

　「ヒブワクチン」と「小児用肺炎球菌ワクチン」は、同時接種後の死亡例
が複数報告されたことを受け、厚生労働省では平成23年３月５日から接種を
見合せていましたが、４月１日から接種を再開しました。
　これらのワクチンは、３月24日開催の厚生労働省による専門家を交えた会
議において、接種と死亡との間に直接的な因果関係が明確に認められないこ
とや、同時接種による重い副反応の増加は報告されていないことから、安全
性上の懸念はないとの評価を受け、接種が再開されることとなりました。

　教室では運動の仕方を習得し、運動を継続していくため
のお手伝いをします。また、体組成測定や腹囲測定などで
身体状況を評価します。
対象　40歳～74歳の方で、ＢＭＩが25以上の方
　　　ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
　　　例：体重60㎏で身長160㎝の場合
　　　　　60（㎏）÷ 1.6（ｍ）÷ 1.6（ｍ）＝ＢＭＩ値23.4
※身体状況によっては、主治医意見書の提出や参加をお断りする場合
　があります。

運動内容
○中央保健センター：トレーニング機器や水中での運動
○その他の会場：自分の体重やボールなどを使った運動
申込期間　５月６日㈮～　※定員になり次第、締め切ります。
申込先　所管の保健センター　

東予北地域交流センター
※申込先：東予保健センター

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

５月16日～３月22日
月・木曜日　９時30分～11時
５月19日～３月22日
月・木曜日　13時30分～15時
５月16日～３月19日
月・木曜日　19時～20時30分
５月17日～３月９日
火・金曜日　９時30分～11時
５月23日～３月29日
月・木曜日　13時30分～15時
５月19日～３月29日
月・木曜日　９時30分～11時
５月16日～３月19日
月・木曜日　13時30分～15時

日　　　　時場所・申込先

　３月に完了認定証を交付した方は次の
とおりです。（敬称略）
◆全国１周完了（10,310㎞）
○中西貞二（西泉甲）
◆北海道１周コース（2,190㎞）
○越智喜久美（北条）
○髙橋正夫（飯岡）
○吉本明美（丹原町池田）
○豊田一幸（丹原町池田）
◆九州１周コース（1,840㎞）
○石原トヨミ（丹原町池田）
◆四国１周コース（940㎞）
○豊田明良（飯岡）
○曽我部克己（喜多川）
○德永清光（丹原町願連寺）
○玉井義明（丹原町来見）

日　時　６月５日㈰　９時～11時30分
会　場　総合福祉センター（もてこい元気館）
内　容　フッ素塗布、ブラッシング指導、歯周病健診、
　　　　顕微鏡で見るお口の細菌、咬合力（かむ力）測
　　　　定、口臭測定
問合せ　まつまえ歯科医院　℡0897－58－2234

日　時　６月４日㈯　14時30分～16時30分
会　場　東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）
対　象　小学生未満
内　容　歯みがき教室、歯の健康相談、フッ素塗布、記
　　　　念品（歯ブラシ）プレゼント
問合せ　黒河歯科医院　℡0898－68－7273

※実施日が雨天の場合は、予備日に順延します。

クラス 実施日 予備日 申込期限 タイムスケジュール

５月28日㈯ ６月４日㈯ ５月20日㈮

６月５日㈰ ６月12日㈰ ５月27日㈮

６月13日㈪ ６月20日㈪ ６月６日㈪

７月27日㈬ ８月３日㈬ ７月20日㈬

10月１日㈯ 10月８日㈯ ９月22日㈭

11月２日㈬ 11月９日㈬ 10月26日㈬

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

９：00　もてこい元気館　出発

10：30　ウォーキング開始

12：00　休憩（昼食）
※昼食は各自でご準備ください。

13：30　ウォーキング開始

16：30　もてこい元気館　到着

　高地でのトレーニングは、スポーツ選手の競技力向上だけでなく、一般の
人に対しても健康増進・体力向上に効果があるといわれています。
　市では平成18年度から高地運動教室を開催し、参加者への調査で、筋肉量
を落とさず、体脂肪・腹囲の減少や理想的な減量などの成果を得ています。
　高地でのウォーキングの魅力を体験してみませんか。

対象　40歳以上で、高地での運動が可能な方
※心疾患、脳血管疾患、肝疾患、腎疾患で治
　療中の方は参加できません。
申込期間　５月９日㈪～（先着順）
※参加できる教室は１クラスのみです。
申込先　中央保健センター

　日本脳炎予防接種第２期が、平成22年８月27日から再開されていますが、
今回は、第１期の特例的な措置についてお知らせします。
特例措置　平成22年３月31日までに第１期接種を完了していない方は、接種
時に９歳以上13歳未満であれば第１期の残りを公費で接種できます。
　特に今年度９～10歳になる方（平成13年４月２日～平成15年４月１日生ま
れ）は第１期の接種を受けましょう。詳細は最寄りの保健センターまで。
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休日（昼間）９時から18時まで

平日（夜間）18時から22時まで 平日（夜間）18時から22時まで

日

日 日

内　　　科

内　　　科

外　　　科

外　　　科 内　　　科 外　　　科

内　　　科 外　　　科

休日の当番病医院

平日夜間の当番病医院

春の全国交通安全運動
５月11日㈬～ 20日㈮

５月20日㈮は
「交通事故死ゼロをめざす日」

運動の基本　子どもと高齢者の交通事故防止
運動の重点　○自転車の安全利用の推進　　
　　　　　　○すべての座席のシートベルトとチャ
　　　　　　　イルドシートの正しい着用の徹底
　　　　　　○飲酒運転の根絶　

交差点 人も車も 一呼吸
スローガン
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に
、
陽
光
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ら
め
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開
の
一
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桜
の
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ラ
に
収
め
て
い
ま
し
た
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第
72
回　

 

実 

報 

寺 

の 

一 

樹(

ひ
と
き)

桜

白みを帯びた何万もの花に覆われた一樹桜

撮
影：

十
亀
茂
樹

No.69　オグロシギ（旅鳥）
　全長38㎝、真っすぐな長いくちばしを持った大型のシギです。
飛ぶと名前のとおり、尾羽に鮮やかな黒帯が見られ、翼の明瞭
な白帯も目立ちます。西条では田植えの終わったころ、高須や
氷見蛭子、禎瑞など河口近くの広い水田地帯で見られ、秋の渡
りの季節には加茂川河口干潟でも見られます。

平成23年３月末日現在
住民基本台帳登録数（  ）内は前月比

人　口　114,227 人  (－344人）

　男　　 54,755 人 （－174人）

　女　　 59,472 人 （－170人）

世　帯　 48,193世帯(＋16世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）
■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）
■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　新年度がはじまり、今までよりも
あっというまに時間が過ぎていくよ
うに感じるようになりました。
　４月から広報に携わるようにな
り、何げなく見ていた風景や出来事
が、新鮮なものとして感じているか
らなのでしょうが、早速、締切が…。
　この編集後記を皆さんが読むこと
ができたのであれば、諸先輩方に助
けられ、無事に広報が完成したとい
うことなので、一安心です。
　皆さんにもっと安心してもらえる
ように頑張りますので、今後ともよ
ろしくお願いします。　（し）
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月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

５

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

13：00 無　料
無　料

日１
木５

13：30
13：00
9：20

13：30
9：00
13：00
12：30

駐車場ほか
西条リコーダー・コンソート　第７回演奏会

丹原文化会館 ℡0898－68－3555

丹原文化会館 ℡0898－68－3555
丹原文化会館 ℡0898－68－3555

℡0898－76－2119
丹原文化会館 ℡0898－68－3555

西条リコーダー・コンソート（佐伯）℡0898－68－6984

9：00

大ホール
大ホール 四国ハーモニカ連盟（宇佐美）

西条アートフェスティバル2011　※16時まで
日15
日22
日29

新たなる一歩　道前太鼓　第２回自主公演
第32回四国ハーモニカ連盟ハーモニカ・コンサート

無　料

9：00 全　館

エントランス

吹奏楽クリニック

西条さくら咲く展　※17時まで

500円

無　料

無　料

小ホール

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【５月の休館日】 毎週月曜日、６日㈮、10日㈫、11日㈬、12日㈭

～

火

～

17

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【５月の休館日】 毎週月曜日、６日㈮、10日㈫、11日㈬、12日㈭

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

５
火 愛媛県吹奏楽連盟 ℡080－2990－6574大ホール

大ホール

14：00 14：30
14：00
18：00

12：00

12：50
10：00

愛媛ディレクターズバンド　第15回グリーンコンサート３

日８

日１ 11：30 竹ダンス（若原） ℡0897－56－6348社交ダンスパーティ 1000円

無　料

無　料

4500円
1000円

市教育委員会社会教育課 ℡0897－52－1628

大ホール秋川雅史チャリティーコンサート金20 18：00

14：00

18：30 国際ソロプチミスト西条 ℡0897－56－2637

小ホール
展 示 室10：00第40回西条地域春季市民芸術祭：美術展

※14日は17時、15日は16時まで展示

℡089－931－5543オリンパスメディカルシステムズ㈱松山営業所第２回愛媛県東予地区ＰＤＮセミナー土28 13：30

一般：500円
高校生以下：300円

℡0897－56－3980大ホール中島啓江講演会「わたしから、ありがとう」日29 14：30 西条ライオンズクラブ

12：30
9：30

12：30

第40回西条地域春季市民芸術祭：芸能祭

小ホール

小ホール

西条市総務課 ℡0897－52－1256宝塚歌劇雪組全国ツアー西条公演　
『黒い瞳』『ロック・オン！』

Ａ席：6000円
Ｂ席：5000円

大ホール土
日

14
15
土
日

14
15

○13：30
○17：30
昼

夜

10時～16時
丹原文化会館
駐車場 ※雨天時は館内

● 石彫公開制作、砥部焼絵付け、葉書すき体験など
● 西条踊り、ヒップホップダンス、和太鼓演奏など
● 地元産品、特製石焼ピザなどの販売

５/ 15　　
開場　13時　　
開演　13時30分
丹原文化会館大ホール

日 【出演】
道前太鼓 LA・BANTA
丹原文化会館和太鼓講習生
満天（和太鼓集団鼓太朗高松支部）
竹内直子（篠笛）

入
場
無
料

７/ 17　　総合文化会館大ホール日　

●出演条件　西条市内を中心に活動しているコーラスグループ
●応募期間　５月13日㈮～22日㈰　※当日消印有効
●応募方法　総合文化会館にある出演申込書に必要事項を記入
　　　　　　し、総合文化会館へ持参・郵送・ファックスして
　　　　　　ください。

出演団体募集！
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